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【
資
料
紹
介
】

高
野
山
大
学
図
書
館
所
蔵
『
神
道
遷
宮
次
第
并
支
度
』
に
見
る
御
幣
の
役
割
に
つ
い
て

吉
田　
　

唯

　
　
　
は
じ
め
に

高
野
山
大
学
図
書
館
に
は
、
金
剛
三
昧
院
寄
託
の
神
道
関
係
の
聖
教
が
多
数
保
管
さ
れ
て
い
る
。
箱
に
入
れ
て
区
分
さ
れ
て
い
る
の
は
、

御
流
神
道
関
係
（
普
九
八
金
、
以
降
御
流
箱
）・
吉
田
神
道
関
係
（
普
九
九
金
、
以
降
吉
田
箱
）・
印
信
関
係
（
普
一
〇
〇
金
、
以
降
印
信
箱
）、

両
部
神
道
関
係
（
番
号
不
順
、
以
降
両
部
箱
）
の
四
箱
で
あ
る
。

系
統
ご
と
に
分
け
ら
れ
て
は
い
る
が
、例
え
ば
御
流
箱
に
は
、『
御
流
神
道
聞
書
目
録
』『
唯
一
神
道
聞
書
目
録
』『
三
輪
流
神
道
目
録
』（
普

九
八
金
九
）
が
合
冊
で
残
さ
れ
て
い
た
り
、
同
じ
人
物
が
複
数
の
神
道
系
統
の
本
を
書
写
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
伝
授
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
確

認
で
き
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
近
世
期
の
高
野
山
に
お
け
る
神
道
教
学
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
一
つ
の
箱
だ
け
を
調
査
す
る
の
で

は
な
く
、
四
箱
全
て
を
調
査
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。
勿
論
、
増
福
院
や
持
明
院
の
聖
教
の
リ
ス
ト
に
も
、
四
箱
に
見
ら
れ
る
僧

侶
の
名
前
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
塔
頭
の
神
道
書
と
も
照
ら
し
合
わ
せ
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
近
世
期
に
、
高
野
山
で
学
ん
で

い
た
僧
侶
達
は
、
神
道
の
秘
説
を
伝
授
し
、
伝
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
ず
は
、
四
箱
に
区
分
さ
れ
て
い
る
資
料
の
一
つ
一
つ
を
丁
寧
に
読

み
解
き
、
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
が
、
高
野
山
に
お
け
る
神
道
教
学
の
一
端
と
近
世
期
の
神
道
史
に
と
っ
て
重
要
と
考
え
る
。

稿
者
は
、
そ
の
手
が
か
り
と
し
て
、
今
回
「
幣
」
に
焦
点
を
当
て
て
考
察
を
行
う
。
そ
れ
は
、
四
箱
（
特
に
印
信
箱
）
に
は
、
様
々
な
幣

が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
幣
の
役
割
や
機
能
を
正
確
に
捉
え
な
い
限
り
、
伝
授
さ
れ
る
意
味
や
、
伝
授
形
態
等
が
解
明
出
来
な
い
と

考
え
た
た
め
で
あ
る
。

ま
ず
、
幣
に
つ
い
て
の
数
少
な
い
先
行
研
究
を
確
認
し
て
お
く
。
元
禄
一
三
年
（
一
六
九
九
）
の
序
を
持
つ
、
佐
伯
有
義
（
一
八
六
七
～

一
九
四
五
）
の
神
道
辞
典
で
あ
る
『
神
道
名
目
類
聚
抄
』
は
、
次
の
よ
う
に
言
及
し
て
い
る
１
。

幣
ヘ
イ　
　

ミ
テ
グ
ラ

上
古
質
素
の
代
、
神
に
献
上
物
な
り
。
纂サ

ン

疏ソ

云
、
幣
は
則
神
に
礼
す
る
の
贄ニ

ヘ

、
云
々
。
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佐
伯
有
義
は
、
幣
を
神
へ
の
「
献
上
物
」
で
あ
っ
た
が
、
一
条
兼
良
（
一
四
〇
二
～
一
四
八
一
）
の
『
日
本
書
紀
纂
疏
』
は
、
幣
を
神
へ

の
「
贄
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
に
触
れ
て
い
る
。
折
口
信
夫
は
幣
に
つ
い
て
２
、

神
招ヲ

ぎ
代シ

ロ

の
幣
束
な
る
幣
が
、
神
の
依
り
現タ

ヽ

す
場ニ

ハ

の
標シ

ル
シ

と
な
り
、
次
い
で
は
、
人
或
は
神
自
身
が
、
神
占
有
の
物
と
定
め
た
標シ

メ

と
も
な
り
、
又
更
に
、
神
の
象
徴
と
さ
へ
考
へ
ら
れ
る
様
に
な
つ
た
の
で
あ
る
。	

（
傍
線
部
・
稿
者
以
降
同
じ
）

と
、
幣
を
「
神
の
象
徴
」
と
捉
え
て
い
る
。
ま
た
、
山
本
ひ
ろ
子
氏
は
３
、

思
い
返
せ
ば
、
ミ
テ
グ
ラ
と
は
、
本
来
は
「
幣
（
ぬ
さ
）」
の
意
味
で
あ
り
、
か
つ
て
は
罪
穢
れ
を
祓
う
た
め
に
奉
納
さ
れ
た
り
も
し
た
。

ミ
テ
グ
ラ
は
、
そ
う
し
た
幣
の
も
つ
古
代
的
側
面
、
す
な
わ
ち
祓
う
と
い
う
宗
教
行
為
を
継
承
し
、
よ
り
強
力
に
打
ち
出
し
た
呪
具
と

み
な
せ
そ
う
で
あ
る
。

の
よ
う
に
、「
い
ざ
な
ぎ
流
」（
高
知
県
の
民
間
信
仰
）
に
関
す
る
幣
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
幣
を
「
呪
具
と
み
な
せ
」
な
い
か
と
述

べ
て
い
る
。「
い
ざ
な
ぎ
流
」
が
使
用
し
て
い
る
幣
は
多
岐
に
渡
っ
て
お
り
、
形
状
も
特
殊
で
あ
る
。
幣
の
研
究
の
大
半
は
こ
の
「
い

ざ
な
ぎ
流
」
に
集
中
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。「
い
ざ
な
ぎ
流
」
の
幣
が
特
殊
で
あ
る
と
い
っ
て
も
、
幣
の
役
割
や
機
能
と
い
っ

た
問
題
は
、
一
流
派
だ
け
の
も
の
で
は
な
い
と
考
え
る
た
め
に
、
本
稿
で
も
参
考
と
し
た
い
。

四
箱
の
神
道
箱
に
残
さ
れ
て
い
る
幣
は
、
使
用
方
法
等
が
判
然
と
し
な
い
も
の
が
多
い
。
そ
の
中
で
、
比
較
的
細
か
く
幣
の
使
用

方
法
を
記
し
て
い
る
の
は
、遷
宮
作
法
関
係
の
聖
教
で
あ
る
。
遷
宮
作
法
に
お
い
て
幣
は
、必
要
不
可
欠
な
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
折
口
信
夫
が
述
べ
る
よ
う
に
「
神
の
象
徴
」
な
の
で
当
然
と
言
え
ば
当
然
で
あ
る
。

今
回
、
高
野
山
大
学
図
書
館
が
所
蔵
す
る
い
く
つ
か
の
遷
宮
作
法
書
の
中
か
ら
、
宥
範
の
『
神
道
遷
宮
次
第
并
支
度
』
を
中
心
に
、
幣
の

扱
い
に
つ
い
て
考
察
を
行
う
。『
神
道
遷
宮
次
第
并
支
度
』
を
手
引
き
と
し
た
の
は
、本
書
に
「
最
略
之
次
第
也
。
為
二
初
心
之
者
一
記
レ
之
了
」
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（
一
九
丁
オ
）
と
あ
る
よ
う
に
、
本
書
が
初
心
者
に
向
け
て
筆
録
さ
れ
た
遷
宮
次
第
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
４
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
幣
の
扱

い
を
探
る
入
門
書
と
し
て
本
書
が
適
切
と
思
わ
れ
る
。

次
に
、
本
書
の
書
誌
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
。
本
書
は
、
高
野
山
大
学
図
書
館
所
蔵
金
剛
三
昧
院
の
寄
託
本
で
あ
る
（
請
求
番
号
普
九
八

／
金
／
一
九
）。
仮
綴
一
冊
本
、
二
四
・
四
㎝
×
一
七
・
三
㎝
。
本
文
の
料
紙
は
楮
紙
で
、
一
面
七
行
書
。
墨
付
二
〇
丁
、
本
文
は
、
漢
字
・

片
仮
名
・
梵
字
の
混
交
文
で
あ
る
。
内
題
は
「
神
道
遷
宮
次
第
并
支
度
」
と
あ
り
、
外
題
（
表
紙
）
に
は
、「
神
道
遷
宮
次
第
最
略
」
と
記
さ

れ
て
い
る
。

奥
書
は
な
く
、表
紙
に「
宥
範
」と
の
名
が
見
え
る
。
先
程
述
べ
た
よ
う
に
、本
文
中
に「
最
略
之
次
第
也
。
為
二
初
心
之
者
一
記
レ
之
了
」（
一
九

丁
オ
）
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
書
が
初
心
者
に
向
け
て
筆
録
さ
れ
た
遷
宮
次
第
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
本
書
は
、
仮
殿
か
ら
新
殿

に
遷
す
際
の
次
第
で
あ
る
。

書
写
者
の
宥
範
に
つ
い
て
は
、
三
輪
正
胤
氏
の
次
の
記
事
を
確
認
し
て
お
き
た
い
５
。

栄
秀
は
ま
た
、
明
治
三
年
五
月
に
宥
範
に
西
院
流
元
瑜
方
を
授
け
て
い
る
。『
続
真
言
宗
全
集
』
の
「
著
者
略
」
の
宥
範
に
は
、「
遍
照

尊
院
栄
秀
に
従
っ
て
事
相
を
受
け
、
野
沢
諸
流
に
精
通
す
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
宥
範
は
古
義
真
言
宗
聯
合
総
裁
高
野
派
管
長
大
僧

正
と
な
っ
た
。

本
書
が
こ
の
人
物
の
手
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
確
定
は
出
来
な
い
が
、
時
代
的
に
も
内
容
的
に
も
一
番
適
し
た
人
物
か
と
思
わ
れ
る
。

　
　
一
　
遷
宮
に
つ
い
て

遷
宮
作
法
書
に
記
さ
れ
て
い
る
幣
の
役
割
を
確
認
す
る
前
に
、「
遷
宮
」
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
。『
神
道
辞
典
』
は
「
鎮
守
明
神
等
の
社

殿
を
創
建
改
築
な
ど
す
る
時
、
神
明
を
仮
殿
に
遷
し
（
下
遷
宮
）、
ま
た
本
殿
に
遷
し
奉
る
（
上
遷
宮
）
時
の
作
法
」
と
解
説
し
て
い
る
。

こ
の
遷
宮
の
起
源
に
つ
い
て
は
、
吉
田
神
道
の
秘
伝
や
口
決
を
集
め
た
『
神
祇
提
要
』
巻
第
一
〇
行
事
部
「
遷
宮
次
第
」
に
は
次
の
よ
う
に

み
ら
れ
る
６
。
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遷
宮
次
第

謹
惟
遷
宮
之
法
、
所
二
由
来
一
者
久
、
古
昔
地
神
第
三
、
瓊
瓊
杵
尊
奉
二
天
照
太
神
勅
一
、
立
君
二
天
下
一
、
是
木
朝
帝

王
之
大
祖　

乃
択
二
吉
日
良
辰
一
、
自

二
高
天
原
一
下
二
到
日
向
国
一
、
諸
神
供
二
奉
シ
之
一
、
天
児
屋
命
太
布
凝
姥
命

天
玉
命
細
女
命
玉
屋
命
類

神
宝
随
フ

レ
之
、
三
種
神
器
十

種
神
宝
之
類

且
ツ
二
神
先
駆
、
武
甕
槌
命

経
津
主
神

邪
神
逃
レ
去
、
蛍
光
先
神

神
及
声
邪
類

猿
田

導
テ

レ
之
行
路
易
シ
矣
、
弓
矢
斯
レ
張
リ
、
于
戈
威
揚
マ
テ
ニ
爰
方
テ
啓
ク

レ
行
、
是
乃
遷
宮
之ノ

始
也
、
自
レ
是
以
来
、
天
子
遷
殿
之ノ

例
、
神
社
遷

座
之
法
、
皆
無
レ
不
レ
依
二
是
儀
一
、
凡
ソ
遷
宮
ニ
有
レ
二
、
大
遷
宮
、
俗
上
遷

曰
宮　

仮
遷
宮
、
俗
日
下

遷
宮　

所
謂
大
遷
宮
ト
者ハ

、
宮
殿
既
ニ
成
、
而
自
二
仮
殿
一

奉
ル
ノ

レ
遷
シ

二
本
殿
ニ

一
之
謂
ヒ
也
、
是
時
用
二
全
式
一
也
、
仮
遷
宮
ト
者ハ

、
或
欲
三
新
ニ
作
二
神
殿
一
、
或
欲
三
改
二
作
神
社
ヲ

一
、
而
先
ツ
作
二
仮

殿
一
、
本
殿
造
営
之ノ

間
、
神
輿
姑
ク
遷
之ノ

謂
ヒ
、
是
時
用
ル
モ

二
、
略
式
ヲ

一
、
亦
可
也
、

『
日
本
書
紀
』
巻
第
二
「
神
代
下
」
に
記
さ
れ
て
い
る
「
天
孫
降
臨
」
の
話
を
記
し
、
遷
宮
の
初
め
と
し
て
い
る
。
以
来
、
天
子
（
天
皇
）

の
遷
殿
も
神
社
の
遷
宮
も
、
こ
れ
に
依
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
遷
宮
に
は
、
二
種
類
あ
る
と
し
、

大
遷
宮
…
上
遷
宮
。
新
し
い
宮
殿
が
出
来
上
が
り
、
仮
殿
よ
り
本
殿
（
新
殿
）
に
遷
す
こ
と
。

仮
遷
宮
…
下
遷
宮
。
本
殿
造
営
の
際
に
、
仮
殿
に
神
輿
を
遷
す
こ
と
。

の
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
る
。

で
は
、
高
野
山
大
学
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る
遷
宮
作
法
書
は
、
一
体
ど
こ
の
遷
宮
に
つ
い
て
記
し
て
い
る
の
か
と
い
う
疑
問
が
出
て
来
る
。

『
神
道
遷
宮
次
第
并
支
度
』
で
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

当
社
某
明
神
ハ
卜シ

メ

テ
二
霊
場
ヲ

一
於
二
／
此
処
ニ

一
施
シ

二
擁ヲ

ウ

護
於
諸
人
ニ

一
給
フ
。
依
レ
之
敬

ウ
ヤ
マ
イ

二
社
頭
不
朽キ

ウ

／
之
宮
ヲ
一
、
励

ハ
ケ
マ
ス

二
威
光
倍
僧
法
楽
ヲ

一

者
也
。
仰
キ
願
ハ
当
社
／
明
神
鎮

ト
コ
シ
ナ
ヘニ

施
シ

二
庄
園
泰
平
ノ
化
用
ヲ

一
専
ラ
興
玉
ヘ
。	

（
以
降
省
略
・
一
二
丁
ウ
～
一
三
丁
ウ
）

こ
の
記
事
で
は
、「
当
社
某
明
神
」
と
あ
る
。
高
野
山
に
お
い
て
「
当
社
某
明
神
」
と
呼
ば
れ
る
箇
所
は
、
天
野
に
あ
る
丹
生
都
比
売
神
社

か
御
社
と
呼
ば
れ
る
明
神
社
と
考
え
ら
れ
る
。

丹
生
都
比
売
神
社
と
は
、
和
歌
山
県
伊
都
郡
か
つ
ら
ぎ
町
上
天
野
に
鎮
座
す
る
、
第
一
殿
丹
生
明
神
・
第
二
殿
高
野
明
神
・
第
三
殿
気
比

明
神
・
第
四
殿
厳
島
明
神
を
祭
る
神
社
で
あ
る
。『
金
剛
峯
寺
建
立
修
行
縁
起
』
に
よ
る
と
７
、「
右
ノ
寺
者
弘
法
大
師
ノ
御
建
立
。
紀
伊
ノ

国
伊
都
ノ
郡
ノ
正
南
。
丹
生
大
明
神
ノ
所
領
ノ
山
地
。
密
教
相
応
之
処
。
修
禅
入
定
之
砌
也
」
と
、
丹
生
明
神
の
土
地
を
弘
法
大
師
空
海
が
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賜
り
、
そ
こ
に
建
立
さ
れ
た
の
が
高
野
山
で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
説
話
は
、『
今
昔
物
語
集
』
な
ど
に
も
見
ら
れ
る
有
名
な

話
で
あ
る
８
。
御
社
に
つ
い
て
は
、『
紀
伊
国
名
所
図
絵
』
三
編
巻
之
五
に
９
、

丹に

生う

大だ
い

明み
よ
う

神じ
ん 

本
地
胎
蔵
界
大

日
北
方
に
あ
り　

高こ
う

野や

大だ
い

明み
よ
う

神じ
ん 

本
地
金
剛
界
大

日
南
方
に
あ
り　

総そ
う

社し
ゃ 

同
南
あ
り
十
二
王
子

百
二
十
番
神
を
勧
請
す　

拝は
い

殿で
ん 

山
王
院
と
い
ふ
年
中
社
頭
の
行

事
法
会
等
こ
の
院
に
て
行
ふ

大お
お

鳥と
り

居い 

拝
殿
の
前

に
あ
り

弘こ
う

仁に
ん

十
年
五
月
三
日
、
大だ

い

師し

は
じ
め
て
本ほ

ん

社し
ゃ

総そ
う

社し
ゃ

を
勧か

ん

請じ
ょ
うし

て
、
闔う

つ

山さ
ん

の
鎮ち

ん

守じ
ゅ

と
し
給
ふ
委
し
く
は
大
師
敬
白

の
御
文
に
見
え
た
り 

此
総そ

う

社し
ゃ

に
摩ま

利り

支し

天て
ん

を
加く

わ

へ
祭

る
と
い
ふ
。

と
あ
る
。
こ
れ
は
、
江
戸
時
代
の
資
料
で
は
あ
る
が
、
弘
仁
七
年
（
八
一
六
）
丹
生
明
神
よ
り
所
領
を
頂
き
、
高
野
山
に
金
剛
峯
寺
を
開
山

し
た
弘
法
大
師
空
海
が
、弘
仁
一
〇
年
（
八
一
九
）
に
丹
生
明
神
と
高
野
明
神
を
高
野
山
山
内
に
勧
請
し
た
と
記
し
て
い
る
。
こ
れ
が
現
在
、

御
社
あ
る
い
は
明
神
社
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
神
社
で
あ
る
。『
神
道
遷
宮
次
第
并
支
度
』
は
、「
某
」
と
し
て
い
る
の
で
、
特
に
ど
こ
の
遷

宮
の
内
容
で
あ
る
か
を
指
定
は
し
て
い
な
い
が
、『
紀
伊
続
風
土
記
』「
高
野
山
之
部
学
侶
」
の
次
の
記
事
か
ら
モ
デ
ル
と
す
る
神
社
は
特
定

出
来
る
と
考
え
る
。『
紀
伊
続
風
土
記
』
は
10
、

四
社
遷
宮
造
営

按
二
造
替
日
記
及
山
史
一
。
嘉
元
三
年
乙
巳
冬
十
月
十
五
日
戊
子
。
觜
宿

火
曜。
為
二
天
野
四
社
造
替
一
欲
レ
立
二
移
各
々
社
頭
上
山
一
于
別
々
仮

殿
営
手
斧
始
。
是
長
者
厳
寂
及
検
校
頼
成
之
発
言
也
。
執
行
大
功
徳

聚
院
明
豪

。
二
十
一
日
迄
二
二
十
七
日
丑
時
一
祈
祷
行
法
畢
下
遷
宮
。

今
夜
信
日
行
法
字
輪
観
中
感
得
和
歌
依
神
助
也
日
世
遷
宮

ノ
間
は
夢
幻
と
知
乍
ら
心
留
す
人
そ
な
き
委
如
信
日
手
記

。

と
天
野
に
あ
る
丹
生
都
比
売
神
社
の
遷
宮
に
関
し
て
多
く
の
記
事
を
掲
載
し
て
い
る
。
こ
の
記
事
は
一
例
に
過
ぎ
な
い
が
、『
丹
生
都
比
売

神
社
史
』
に
よ
る
と
11
、
永
禄
六
年
（
一
五
六
三
）
～
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
の
間
一
六
回
、
丹
生
都
比
売
神
社
の
遷
宮
が
行
わ
れ
て
い
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る
こ
と
か
ら
、「
当
社
某
明
神
」
の
モ
デ
ル
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
山
内
の
御
社
で
は
な
く
、
丹
生
都
比
売
神
社
で
あ
ろ
う
と
推
測
出
来
る
が
、

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

　
　
二
　
幣
の
作
成
方
法
に
つ
い
て

高
野
山
大
学
図
書
館
の
四
箱
の
聖
教
を
見
る
と
、
幣
は
次
の
よ
う
な
場
面
で
も
登
場
し
て
い
る
。

①
『
神
祇
灌
頂
三
輪
流
二
十
四
通
目
録
』（
吉
田
箱
・
普
九
九
金
一
一
）

鳥
居　

社
参　

宮
遶　

鰐
口　

獅
子　

駒
犬
／
御
戸　

神
楽　

祈
願　

諸
神
本
地　

徐
垢
穢
／
手
内
秡　

拂
切　

御
幣　

垢
離　

注
連

／
注
連
曳　

進
酒　

伊
勢
灌
頂　

初
二
三　

光
明
灌
頂
／
神
祇
灌
頂　

伊
勢
二
宗
（
字
）
灌
頂　

伊
勢
行
者
一
体
印
信

②
『
唯
一
神
道
伝
授
記
』（
吉
田
箱
・
普
九
九
金
五
二
）

一
神
道
口
伝
次
第　
　
吉
田
流
一
帖
一
包

○
社第

頭一

参
詣
次
第

　
　
　

△
送
神
印
外
縛
シ
テ
二
大
並
重
ヌ
。
但
シ
左
上
右
／
下
或
本
ニ
ハ
右
上
左
下
ト
云
。
后
哲
可
尋
。

○
御第

戸二

開
之
大
事

○
遷第

宮三

次
第

○
奉第

幣四

次
第

○
鎮第

火五

祭
次
第

両
書
の
記
述
に
よ
り
、「
幣
」
は
伝
授
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。『
唯
一
神
道
伝
授
記
』（
吉
田
箱
・
普
九
九
金
五
二
）

に
至
っ
て
は
、「
遷
宮
次
第
」
と
別
に
「
奉
幣
次
第
」
の
項
目
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
高
野
山
大
学
図
書
館
の
四
つ
の
神
道
箱
に

納
め
ら
れ
て
い
る
幣
は
、
神
道
書
や
次
第
に
よ
る
幣
の
作
り
方
や
用
い
方
を
伝
授
す
る
だ
け
で
な
く
、
幣
そ
の
も
の
を
伝
授
し
て
い
た
可
能

性
が
高
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
、「
は
じ
め
に
」
で
も
言
及
し
た
通
り
、
何
と
い
う
名
前
の
幣
で
あ
る
の
か
、
ど
の
よ
う
に
使
用
さ
れ
た
の

か
に
つ
い
て
の
記
載
は
少
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
宥
範
の
『
神
道
遷
宮
次
第
并
支
度
』
を
手
掛
か
り
と
し
た
の
で
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あ
る
。『
神
道
遷
宮
次
第
并
支
度
』（
新
殿
）
に
よ
る
と
、

一
可
二
用
意
ス

一
道
具
ノ
事 

一
新
桶
二
ツ
各
板
有
一
桶
ニ
ハ
浄
水
ヲ
入
テ
神
殿
ノ
内
ヲ
洗
也
一
ノ
桶
ニ
ハ
行
者
手
水
行
水
用
ナ
リ
。

一
新
布
二
端
一
端
ハ
ノ
ツ
タ
ウ
ノ
時
ヒ
ザ
ノ
下
ニ
敷
ク
用
意

一
端
ハ
五
尺
ニ
切
テ
神
殿
ノ
内
ヲ
ノ
コ
フ
用
意
残
テ
二
尺
ノ
手

巾
二
ツ
行
者
ノ
用
意
上
下
ニ
用
ユ
新
キ
身
ノ
投コ

イ

投
用
意
ス
ル
也

一
樽
二
ツ
木
デ
ウ
シ
御
酒
水
ノ
用
意

一
木
ノ
弊
串
二
本
長
サ
二
尺
五
寸
但
シ
宮
ノ
大
小
ニ

ヨ
ル
内
ニ
納
ル
故

一
竹
ノ
弊
串
二
本
長
サ
二
尺
五
寸

一
厚
紙
一
帖
中
折
一
帖

	

（
一
丁
オ
～
二
丁
オ
）

の
よ
う
に
、
準
備
す
る
道
具
の
一
つ
と
し
て
登
場
し
て
い
る
。
本
書
は
、
仮
殿
か
ら
新
殿
に
遷
す
際
の
次
第
で
あ
り
、
右
記
の
記
述
は
、
新

殿
に
て
用
意
す
る
べ
き
道
具
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
二
尺
五
寸
（
約
七
六
㎝
）
の
木
と
竹
を
各
二
本
用
意
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
た

だ
し
、
宮
の
中
に
納
め
る
た
め
に
、
宮
の
大
き
さ
に
よ
っ
て
は
長
さ
が
変
更
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
用
意
し
た
幣
以
外
の
幣
も
『
神
道

遷
宮
次
第
并
支
度
』（
新
殿
）
に
は
登
場
す
る
。

一
其
後
八
葉
ノ
花
形
ヲ
四
寸
八
分
ニ
切
テ
其
中
ニ
三
身
ノ
真
言
ヲ
書
ク
也
。

【
ケ
ン
】【
カ

マン
】【
ラ

マン
】【
カ
ン
】【
ラ
ン
】【
バ
ン
】【
ア
】

【
ケ
ン
】【
ウ
ン
】【
ラ
】【
ビ
】【
ア
】　
　
　
　
［
八
葉
蓮
花
図
］

【
ノ
ウ
】【
シ
ャ
】【
ハ
】【
ラ
】【
ア
】
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如
是
二
枚
書
テ
一
枚
ハ
天
井
ニ
押
ス
字
頭
ヲ
入
口
ヘ
シ
テ
押
ス
。
／
一
枚
ハ
内
陣
ノ
板
敷
真マ

ン
ナ
カ中
ノ
奥
ノ
端
ニ
字
頭
ヲ
奥
ヘ
成
シ
テ
／
押
ス
也
。
其
ノ
上
ニ

新
キ
畳
若
ハ
ウ
ワ
シ
キ
ヲ
切
合
可
レ
敷
／
其
後
御
弊
ヲ
用
意
ス
。

一
御
弊
ヲ
切
ル
事
、
Ａ
先
厚
紙
ヲ
六
枚
取
テ
二
ツ
ニ
押
折
テ
／
其
折
目
ヲ
切
放
シ
テ
Ｂ
又
二
ツ
ニ
押
折
テ
中
ノ
折
目
ヨ
リ
一
寸
／
八
分
計
リ
置
テ
上
ヨ
リ

立
ニ
ワ
ル
下
ヲ
一
寸
二
分
ノ
コ
ス
。
Ｃ
其
／
一
寸
八
分
ノ
方
ノ
頭
ヲ
釼
形
ニ
シ
テ
串
ニ
ハ
サ
ム
也
。
Ｄ
又
二
番
目
ハ
／
一
寸
残
シ
テ
下
ハ
背
ナ
タ
チ

放
ツ
。
如
是
四
筋
立
チ
放
セ
ハ
／
四
タ
レ
弊
ト
云
物
ニ
成
ル
也
。
Ｅ
足
ノ
広
ハ
九
分
ナ
ル
ヘ
シ
。
其
外
ニ
紙
広
ク
／
ア
マ
ラ
ハ
立
チ
切
テ
可
レ
取
也
。
四

タ
レ
弊
ノ
足
ノ
長
ハ
幣
串
ノ
長
サ
ニ
／
ヨ
ル
ヘ
シ
。
二
尺
五
寸
ノ
弊
串
ナ
ラ
ハ
木
竹
共
ニ
弊
ニ
切
ル
紙
ノ
長
ケ
ヲ
／
七
寸
ニ
ツ
ヽ
ニ
シ
テ
置
テ
可
レ
切
也
。

弊
串
ヨ
リ
足
ノ
長
キ
ハ
悪
キ
也
。
／
Ｆ
然
ヲ
後
チ
中
ノ
広
キ
処
上
ミ
ヲ
釼
形
ニ
シ
テ
木
串
ノ
上
ミ
ヲ
方
ヲ
平
ラ
／
サ
マ
ニ
ワ
リ
、
十
二
枚
ヲ
一
本
ニ
ハ
サ
ム

也
。
Ｇ
如
是
木
／
串
ノ
弊
二
本
竹
串
ノ
弊
二
本
結
搆
ニ
コ
シ
ラ
エ
テ
置
之
／
其
後
又
一
本
ノ
申
弊
ア
リ
。
Ａ
是
ハ
竹
串
一
尺
八
寸
ナ
リ
。
／

此
ノ
弊
ハ
神
ミ
勧
請
弊
ト
云
也
。
Ｂ
此
ノ
弊
ノ
紙
ノ
長
サ
ハ
四
寸
／
五
分
ニ
ツ
ヽ
メ
テ
置
テ
其
紙
ヲ
ハ
八
枚
重
テ
切
ル
。
Ｃ
四
枚
／
取
テ
中
折
目
ヲ
切
レ

ハ
八
枚
ニ
成
ル
也
。
Ｄ
中
ノ
折
目
ヨ
リ
一
寸
二
／
分
置
テ
上
ヨ
リ
切
放
ツ
事
以
上
大
弊
ノ
コ
ト
シ
。
Ｅ
足
ノ
広
ハ
／
五
分
ナ
ル
ヘ
シ
。
此
ハ
上
ヨ
リ
七
五
三

ト
チ
ヾ
ミ
ヲ
ヨ
セ
タ
ヽ
ム
ナ
リ
。
／
下
ノ
一
ツ
ハ
マ
キ
チ
ヾ
ミ
ナ
リ
。（
中
略
）
一
御
社
ノ
キ
サ
ハ
シ
ノ
左
右
ニ
榊
ヲ
一
本
ツ
ヽ
立
テ
、
其
レ
ハ
四

手
ヲ
／
カ
ク
ル
紙
ヲ
四
枚
重
テ
其
紙
ヲ
端
ヨ
リ
五
六
分
計
リ
ニ
次
第
ニ
切
カ
ケ
ヽ
八
筋
切
カ
ケ
テ
八
筋
目
ヲ
ハ
切
リ
／
放
ツ
八
筋
ノ
真
中
ヲ
取
テ
ヒ
ト

子
ヂ
テ
榊
ノ
上
ノ
／
枝
ニ
カ
ク
ル
也
。
／
又
小
宮
木
有
ラ
ハ
如
是
榊
ノ
シ
テ
一
木
ツ
ヽ
／
コ
シ
ラ
エ
テ
可
キ

レ
立
也
。

一
七
五
三
ナ
ワ
ヲ
社
旦
ノ
三
方
ヘ
引
廻
ス
ワ
ラ
ミ
コ
ノ
カ
／
ケ
ヨ
ウ
七
五
三
也
。
四
手
ニ
切
リ
カ
ケ
テ
一
ツ
ハ
竹
也
。
然
ラ
ハ
／
サ
ガ
リ
ハ

二
ツ
也
。
其
ノ
切
リ
カ
ケ
ヲ
ナ
ワ
ニ
折
カ
ケ
テ
ナ
ワ
ノ
／
キ
ワ
ニ
テ
一
ト
子
チ
シ
テ
七

チ
ヽ
ミ
ノ
コ
ト
ナ
リ

五
三
未
ヘ
マ
キ
チ
ヽ
ミ
也
。
ワ
ラ
／
ミ
コ
紙
四
手
花

ノ
間
ク
八
寸
計
リ
也
。
以
上
二
ツ
ヲ
七
五
三
々
々
／
ト々
縄
有
リ
次
第
カ
ケ
テ
行
ク
也
。
御
弊
ノ
大
事
ア
リ
。
何
モ
口
伝
也
。	

（
三
丁
オ
～
六
丁
オ
）

こ
こ
で
登
場
し
て
い
る
の
は
、①「
四
垂
幣
」と
②
申
幣（
神
勧
請
幣
）の
二
種
で
あ
る
。『
神
道
遷
宮
次
第
并

支
度
』（
新
殿
）が
記
す
、

そ
れ
ぞ
れ
の
幣
の
作
成
方
法
と
注
意
点
を
ま
と
め
て
お
く
。

①
四よ

垂た
れ

幣へ
い

は
、

Ａ
厚
紙
を
六
枚
と
っ
て
二
つ
に
折
り
、
折
目
を
切
る
。
→
Ｂ
ま
た
、
二
つ
に
折
っ
て
、
真
ん
中
の
折
り
目
よ
り
一
寸
八
分
（
約
六
㎝
）
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計
置
い
て
、上
か
ら
縦
に
割
る
。
下
は
一
寸
二
分（
約
四
㎝
）残
す
。
→
Ｃ
一
寸
八
分
の
方
の
頭
を
剣
形
に
し
て
串
に
挟
む
。
→
Ｄ
ま
た
、

二
番
目
は
一
寸（
約
三
㎝
）残
し
て
下
は
皆
切
る
。
こ
の
よ
う
に
四
筋
し
た
ら「
四
垂
幣
」に
な
る
。
→
Ｅ
足
の
広
さ
は
九
分（
約
二
八
㎝
）。

そ
の
他
に
紙
が
ひ
ろ
く
余
れ
ば
、
断
ち
切
っ
て
取
っ
て
お
く
。
→
Ｆ
中
の
広
い
と
こ
ろ
の
上
を
剣
形
に
し
て
木
串
の
上
の
方
を
平
ら
に

割
り
、
一
二
枚
を
一
本
に
挟
む
。
→
Ｇ
こ
の
よ
う
に
し
て
、
最
初
に
準
備
し
た
木
・
竹
串
各
二
本
を
同
時
に
用
意
す
る
。

〈
注
意
点
〉

○
四
垂
幣
の
足
の
長
さ
は
、
幣
串
の
長
さ
に
よ
る
。
二
尺
五
寸
の
幣
串
な
ら
木
・
竹
共
に
幣
に　

切
る
紙
の
長
さ
は
七
寸
（
約
二
一
㎝
）

に
し
て
切
る
。

○
幣
串
よ
り
、
幣
の
足
が
長
い
の
は
よ
く
な
い
。

こ
の
「
四
垂
幣
」
は
、
初
め
に
準
備
し
た
「
木
串
幣
」
と
「
竹
串
幣
」
の
こ
と
で
あ
る
。

②
申も

う
し
へ
い

幣
（
神
勧
請
幣
）
に
つ
い
て
は
、

Ａ
申
幣
は
、
竹
串
で
作
る
。
串
の
長
さ
は
一
尺
八
寸
（
約
五
五
㎝
）。
→
Ｂ
幣
の
長
さ
を
、
四
寸
五
分
（
約
一
四
㎝
）
に
し
て
、
そ
の

紙
を
八
枚
重
ね
て
切
る
。
→
Ｃ
四
枚
と
っ
て
中
折
目
を
切
っ
た
ら
八
枚
に
な
る
。
→
Ｄ
中
の
折
目
よ
り
一
寸
二
分
（
約
四
㎝
）
置
い
て

上
よ
り
切
る
。
こ
こ
ま
で
は
大
幣
に
似
て
い
る
。
→
Ｅ
足
の
広
さ
は
五
分
（
約
一
・
五
㎝
）。
上
よ
り
、
七
五
三
と
縮
た
た
む
。
下
の
一

つ
は
巻
き
縮
ま
す
。

の
よ
う
に
作
成
す
る
。
申
幣
に
つ
い
て
は
、
高
野
山
大
学
図
書
館
所
蔵
『
御
幣
切
大
事
付
神
道
』（
吉
田
箱
・
普
九
九
金
五
〇
）
に
も
記
述

が
見
ら
れ
る
。

一
弊
串
ノ
長
ハ
不
同

先
申
シ
幣
ハ
一
尺
八
寸
也
。
是
ノ
祝ツ

タ
ウ言

／
観
請
ニ
用
ル
。
納
幣
ハ
二
尺
八
寸
三
尺
二
寸
／
五
尺
二
寸
宮
堂
広
交
ニ
ヨ
ル
也
。
納
幣
ニ
ハ
／
厳
リ
紙

ア
リ
。
申
シ
幣
ニ
ハ
無
レ
之
。（
中
略
）
申
幣
ニ
ハ
七
五
三
ノ
チ
ヾ
ミ
ア
リ
。	

（
※
観
請
マ
マ
）

『
神
道
遷
宮
次
第
并
支
度
』
と
同
じ
く
申
幣
が
、
一
尺
八
寸
で
あ
る
こ
と
と
、
勧
請
に
使
わ
れ
る
幣
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
出
来
る
。
ま
た
、

両
書
に
お
い
て
申
幣
に
七
五
三
の
「
チ
ヾ
ミ
」
が
あ
っ
た
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。
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こ
の
七
五
三
と
「
チ
ヾ
ミ
」
に
つ
い
て
は
、
片
山
公
壽
氏
の
論
を
参
考
と
し
た
い
12
。

御
幣
に
知

ち
ぢ
り

々
理
を
七
五
三
の
組
み
合
わ
せ
で
入
れ
る
こ
と
が
多
い
の
は
、
御
幣
を
清
浄
な
ら
し
め
て
神
仏
の
降
臨
す
る
依
代
と
す
る
た

め
な
の
で
す
。

片
山
氏
に
よ
る
と
、
知
々
理
を
七
五
三
の
組
み
合
わ
せ
で
入
れ
る
こ
と
が
幣
を
清
浄
に
し
、
神
仏
が
降
臨
す
る
依
代
に
な
る
と
言
及
し
て

い
る
。

『
神
道
遷
宮
次
第
并
支
度
』
に
よ
る
と
、「
七
五
三
」
は
幣
だ
け
に
見
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、「
七
五
三
ナ
ワ
ヲ
社
旦
ノ
三
方
ヘ
引
廻
ス
ワ
ラ

ミ
コ
ノ
／
カ
ケ
ヨ
ウ
七
五
三
也
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
縄
（
注
連
縄
）
に
も
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
三
　
幣
の
使
用
方
法
に
つ
い
て

先
述
の
木
と
竹
で
作
成
さ
れ
た
幣
と
申
幣
が
、
ど
の
よ
う
に
使
用
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
も
、『
神
道
遷
宮
次
第
并
支
度
』（
仮
殿
）
に
記

さ
れ
て
い
る
。

一
導
師
仮
殿
ニ
進
テ
神
前
ニ
蹲
踞
シ
テ
護
身
法
ヲ
シ
テ
／
荷
葉
ノ
印
信
ヲ
結
誦
シ
則
右
ノ
手
ヲ
舒
テ
【
オ
ン
】【
ア
】【
ソ
ワ
】【
カ
】
ト
／
三
遍
。
観

ヨ
此
荷
葉
ニ
乗
シ
給
テ
新
キ
本
社
ヘ
移
玉
フ
。
／
帰
命
【
ア
ク
】　

真
言
曰
／
サ
ラ
ハ
タ
ラ
ハ
ラ
チ
カ
テ
イ
タ
ヽ
キ
ヤ
ロ
キ
ヤ
く
ギ
ヤ
ラ
ヤ
／

エ
イ
ケ
イ
エ
イ
キ
ソ
ワ
カ
ト
一
遍
誦
シ
テ
荷
葉
ノ
印
ノ
／
頭
指
ヲ
三
度
召
レ
之
ヲ
。
次
同
宿
ニ
持
二
灑
水
ヲ

一
。
前
ニ
立
テ
／
路
ヲ
灑
ク
也
。
①
次
木

串
ノ
弊
竹
串
ノ
弊
ヲ
二
人
ニ
持
セ
テ
導
／
師
ノ
前
キ
ニ
行
ク
。
木
ハ
先
キ
竹
ハ
跡
ト
也
。
次
御
神
体
ヲ
令
シ
テ
取
／
出
サ
袈
裟
ヲ
折
覆
フ
テ
覆

面
ヲ
ア
テ
タ
ル
宮シ

ヨ
ウ
ト人
ニ
手
ノ
袋
ヲ
／
サ
セ
テ
カ
ヽ
エ
持
ス
。
御
神
躰
多
ハ
イ
ク
帰
リ
モ
可
レ
運
フ
。
／
若
御
本
地
大
キ
ナ
ラ
ハ
兼
テ
ヨ
リ
台
ヲ
コ
シ
ラ
ヘ

テ
可
レ
運
フ
。
／
本
地
ノ
上
ニ
袈
裟
ヲ
カ
ケ
布
ニ
テ
巻
テ
イ
カ
ニ
モ
人
ノ
不
レ
見
／
様
ニ
コ
シ
ラ
エ
此
時
モ
讃
ア
リ
。
金
剛
座
上
ノ
讃
一
ツ
シ
テ
鉢
ハ
皆

ツ
ク
。

一
導
師
ハ
神
殿
ヘ
登
テ
先
②
木
串
弊
ヲ
取
神
ノ
左
方
丑
刀
ノ
角
ニ
立
置
キ
竹
串
ヲ
ハ
神
ノ
右
ノ
角
ニ
立
置
ク
。
次
ニ
導
師
／
蹲
踞
シ
テ
地
結

四
方
結
次
虚
空
綱
ノ
印
ノ
作
シ
テ
御
神
躰
ノ
／
座
ヲ
見
定
メ
テ
奉
レ
居
也
。
次
御
鉾
御
正
躰
宝
物
等
／
次
第
ニ
入
納
テ
③
次
導
師
立
テ
申
幣
ヲ
取

テ
入
口
ノ
方
ヘ
／
向
テ
右
手
ニ
幣
左
ノ
手
ハ
拳
ニ
シ
テ
安
シ
テ

レ
腰
ニ　

歌
ニ
云
／
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千
葉
八
布
図ル

神
乃
社
半
古コ

ヽ

仁々
阿
利
天
万
久
／
荼
利
萬
世
三
和
ノ
佐
登
与
利　

此
ノ
歌
ヲ
三
遍
／
詠
シ
テ
三
度
召
ク
也
。

次
導
師
佛
具
ヲ
立
タ
ル
旦
ノ
前
机
礼
盤
ノ
本
ニ
布
ヲ
タ
ヽ
／
ミ
テ
敷
キ
④
其
上
ニ
右
ノ
膝
ヲ
地
付
テ
左
ノ
膝
ヲ
立
テ
以
テ

二
御
／
弊
ヲ

一
中
臣
祓
祭
文
ヲ

読
ム
也
。
終
ノ
再
拝
ト
云
処
ニ
テ
／
弊
ヲ
左
ノ
方
ヘ
少
シ
折
振
ル
コ
ト
二
度
也
。［

］
御
弊
ヲ
頂
戴
シ
テ
／
立
置
キ
扨
御
膳
ヲ
参
ス
ル
悉
ク
居
ヲ
進
シ
納
テ

三ミ
キ攴

三
攴
以
上
／
⑤
菓
子
奥
二
失
念
一
奉
レ
備
。
次
伝
供
讃
。
⑥
次
導
師
ハ
以
前
ノ
申
幣
ヲ
取
テ
三
礼
シ
テ
登
二
礼
盤
ニ

一
。
⑦
御
本
地
供
又
ハ
愛

染
法
。	

（
八
丁
オ
～
一
一
丁
ウ
）

傍
線
部
を
中
心
に
、
幣
に
関
す
る
作
法
を
確
認
す
る
と
、
①
木
串
幣
、
竹
串
幣
を
順
に
持
た
せ
て
、
導
師
は
そ
の
後
ろ
を
歩
く
。
②
神
の

左
側
に
木
串
幣
、
右
側
に
竹
串
幣
を
置
く
。
③
導
師
は
、
入
口
に
向
か
い
、
右
手
に
申
幣
を
左
手
は
拳
に
し
て
次
の
歌
を
三
回
読
む
。

ち
は
や
ぶ
る　

神
の
や
し
ろ
は　

こ
こ
に
あ
り　

あ
ま
く
だ
り
ま
せ　

み
わ
の
さ
と
よ
り

④
右
膝
を
地
に
、
左
膝
を
立
て
て
御
幣
を
持
ち
中
臣
祓
祭
文
を
唱
え
る
。
幣
を
左
に
少
し
振
る
（
二
回
）、
御
幣
を
頂
い
て
置
く
。
⑤
お
菓

子
を
お
供
え
し
、
伝
供
の
讃
を
唱
え
る
。
⑥
導
師
は
、
前
に
あ
る
申
幣
を
取
っ
て
三
礼
し
て
、
礼
盤
に
登
る
。
⑦
御
本
地
供
も
し
く
は
、
愛

染
法
を
行
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
中
で
登
場
す
る
幣
は
、「
木
串
幣
」・「
竹
串
幣
」・「
申
幣
」・「
御
幣
」
で
あ
る
。
先
程
の
幣
の
作

成
方
法
の
際
に
、
項
目
名
が
「
一
御
弊
ヲ
切
ル
事
」
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、「
御
幣
」
が
全
て
の
幣
に
使
用
出
来
る
言
葉
の
よ
う
に
も
考
え

ら
れ
る
が
、
本
書
は
、
入
門
書
と
い
う
性
格
上
、
幣
を
使
用
す
る
際
に
、「
○
○
幣
」
と
必
ず
幣
の
名
称
を
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
御
幣
」

と
呼
ば
れ
る
の
は
、
項
目
名
の
際
は
全
体
を
指
し
、
文
中
で
は
基
本
的
な
幣
を
指
す
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
こ
で
、
注
目
し
た
い
の
は
、
申
幣
（
神
勧
請
幣
）
で
あ
る
。
本
書
に
よ
る
と
、
申
幣
は
二
回
登
場
し
て
い
る
。
一
度
目
は
、
導
師
が
、

右
手
に
申
幣
を
持
ち
、
左
手
を
拳
に
し
な
が
ら
入
り
口
に
向
か
い
、「
ち
は
や
ぶ
る　

神
の
や
し
ろ
は　

こ
こ
に
あ
り　

あ
ま
く
だ
り
ま
せ

　

み
わ
の
さ
と
よ
り
」
と
三
回
、
和
歌
を
唱
え
る
場
面
と
、
二
度
目
は
、
申
幣
を
持
ち
礼
盤
に
登
り
、
御
本
地
供
も
し
く
は
愛
染
法
を
行
う

際
の
二
度
で
あ
る
。

こ
こ
で
参
考
と
し
た
い
の
が
林
羅
山
の
『
神
道
伝
授
』
で
あ
る
13
。
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十
九　

御ミ
　
キ
　
テ

手
幣
（
ミ
テ

グ
ラ

）

一　

天
照
大
神
天
ノ
岩
戸
ニ
ト
ヂ
コ
モ
リ
玉

た
ま
ふ

時
、
諸
神
相あ

ひ

ハ
カ
リ
テ
青あ

を
て幣

白し
ら
て幣

ヲ
岩
戸
ノ
前
ニ
カ
ケ
イ
ノ
リ
玉
フ
。
是
御
幣
ノ
始
也

（
或

あ
る
い
は

絹
ヲ
用
、
或
紙
ヲ
用
）。
青
ハ
春
ノ
色
ニ
シ
テ
陽
、
白
ハ
秋
ノ
色
ニ
テ
陰
也
、
西
也
。
手
ニ
青
白
ノ
幣ぬ

さ

ヲ
持
ハ
陰
陽
ヲ
握
、
東
西
南

北
ヲ
モ
、
四
季
ヲ
モ
手
ノ
中
ニ
取
也
。

天
照
大
神
が
、
天
の
岩
戸
に
隠
れ
た
時
に
、
岩
戸
の
前
に
か
け
ら
れ
た
青
と
白
の
幣
が
幣
の
始
ま
り
と
あ
る
。
こ
れ
は
、
雲
伝
神
道
書
に

も
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
幣
に
「
清
め
」
以
外
に
、
神
を
敬
い
招
く
役
割
も
担
わ
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
、
申
幣
の
役
割
と
酷
似
し

て
い
る
。

本
書
に
て
、
導
師
が
「
神
の
や
し
ろ
は
こ
こ
に
あ
り
」
と
招
い
て
い
る
の
は
、「
三
輪
明
神
」
と
考
え
ら
え
る
。
そ
れ
は
、
和
歌
の
「
あ

ま
く
だ
り
ま
せ　

み
わ
の
さ
と
よ
り
」
の
下
の
句
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
木
串
・
竹
串
の
後
に
登
場
す
る
御
神
体
の
モ
デ
ル
が

丹
生
明
神
で
あ
る
と
推
測
で
き
る
の
に
も
関
わ
ら
ず
、
他
の
神
社
で
も
応
用
出
来
る
よ
う
に
「
某
明
神
」
と
記
し
た
本
書
が
、
申
幣
で
呼
び

出
す
際
に
は
、
三
輪
明
神
を
名
指
し
で
招
聘
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
三
輪
明
神
が
、
他
の
神
社
の
遷
宮
で
あ
っ
て
も
登
場
す
る
こ

と
が
可
能
な
存
在
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

次
に
申
幣
は
御
本
地
供
も
し
く
は
愛
染
法
を
行
う
箇
所
で
登
場
す
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
何
故
、
御
本
地
供
の
代
わ
り
に
愛
染
法
が
登
場

す
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
空
算
『
御
遷
宮
作
法
私
』 （
御
流
箱
・
普
九
八
金
二
九
）
を
参
考
と
し
た
い
。『
御
遷
宮
作
法
私
』
に
は
、「
諸
社

何
モ
本
地
愛
染
ト
習
也
」
と
、諸
社
の
本
地
が
愛
染
で
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。『
大
神
神
社
資
料
』
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
神
道
書
（
近

世
期
）
に
も
、同
様
の
記
述
が
あ
る
こ
と
か
ら
、近
世
期
に
同
様
な
考
え
が
存
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、も
う
一
つ
理
由
と
し
て
、

考
え
ら
れ
る
の
は
、
本
書
を
所
蔵
し
て
い
た
の
が
金
剛
三
昧
院
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
金
剛
三
昧
院
は
、『
紀
伊
続
風
土
記
』
高
野

山
之
部
学
侶
「
金
剛
三
昧
院
」
に
よ
る
と
14
、

本
院
は
鎌
倉
二
位
禅
尼
の
本
願
。
右
幕
下
実
朝
公
御
菩
提
の
霊
跡
な
り
。（
中
略
）
本
院
草
創
の
こ
と
諸
記
の
説
一
準
な
ら
す
。
帝
王

編
年
記
に
は
。
建
暦
元
年
鎌
倉
二
品
禅
尼
為
故
右
大
将
高
野
山
内
建
于
金
剛
三
昧
院
云
々
。
本
朝
高
僧
伝
行
勇

　
伝

云
。
尼
真
如
於
高
野
山
建
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金
剛
三
昧
院
請
明
庵
栄
西
為
落
慶
供
養
導
師
建
保
乙
亥
明
庵

の
よ
う
に
、
北
条
政
子
に
よ
り
、
源
頼
朝
の
菩
提
を
弔
う
た
め
に
建
立
さ
れ
た
所
で
あ
る
。
そ
し
て
、
本
尊
は
、
運
慶
作
の
愛
染
明
王
な
の

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
金
剛
三
昧
院
に
て
重
宝
さ
れ
て
い
た
聖
教
だ
か
ら
こ
そ
、
愛
染
明
王
が
神
の
本
地
と
成
り
得
、
三
輪
明
神
も

何
れ
の
神
の
場
合
で
も
適
応
出
来
る
存
在
と
成
り
得
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
本
書
で
は
、
申
幣
を
媒
介
と
し
て
愛
染
明
王
と
三
輪
明

神
が
登
場
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
中
世
期
か
ら
盛
ん
に
見
ら
れ
た
愛
染
明
王
の
同
体
思
想
を
受
け
継
ぐ
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

三
輪
明
神
が
登
場
し
て
い
る
の
は
、
愛
染
明
王
と
の
関
係
だ
け
で
は
な
く
、「
三
」
と
い
う
数
字
の
ロ
ジ
ッ
ク
も
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
三
輪
明
神
は
、
三
回
和
歌
を
唱
え
ら
れ
て
三
回
招
か
れ
、
御
本
地
供
も
し
く
は
愛
染
法
の
前
に
も
、
導
師
は
、
申
幣
を
持
っ

て
三
礼
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
何
よ
り
、
三
輪
明
神
の
名
前
に
は
、「
三
」
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
勿
論
、
三
礼
が
、
密
教
の
修

法
の
際
に
通
用
さ
れ
る
作
法
で
あ
る
た
め
に
、
特
異
な
例
と
は
言
い
難
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
当
該
箇
所
に
関
し
て
は
、
通
用
さ
れ
て
い
る

修
法
で
あ
っ
て
も
、「
三
礼
」
の
「
三
」
の
文
字
の
持
つ
意
味
に
、
三
輪
明
神
が
加
味
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
新
た
な
意
味
が
付
加
さ
れ
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

　
　
四
　
鉾
と
幣

も
う
一
つ
幣
の
役
割
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
く
。『
神
道
遷
宮
次
第
并
支
度
』（
新
殿
）
に
は
、

一
神
主
ア
ラ
ハ
兼
日
ヨ
リ
云
付
テ
日
精
進
サ
ス
也
。
／
若
シ
無
レ
之
兼
御
正
躰
御
鉾
御
幣
等
奉
持
者
ニ
／
可
キ
精
進
サ
ス

一
者
也
。
望
二
其
時
ニ

一
浄
衣

装
束
ヲ
調
テ
手
／
袋
ヲ
サ
シ
テ
覆
面
ヲ
タ
レ
御
身
躰
ノ
後
ヲ
祓
前
当
テ
可
レ
奉
レ
／
懐
者
也
。
覆
面
等
導
師
ヨ
リ
コ
シ
ラ
ヘ
テ
可
レ
渡
也
。	

（
二
丁
オ
～
ウ
）

「
御
幣
」
が
登
場
し
て
い
る
。
先
程
、三
輪
明
神
を
招
い
た
後
に
、導
師
が
「
中
臣
祓
祭
文
」
を
唱
え
る
に
際
し
、登
場
し
た
の
と
同
じ
「
御

幣
」
で
あ
る
。
右
記
に
よ
る
と
、
神
主
が
い
な
い
場
合
、
御
正
体
、
鉾
、
幣
の
奉
持
者
に
精
進
さ
せ
る
べ
き
だ
と
あ
る
。
こ
の
中
の
御
正
体
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と
は
神
の
こ
と
な
の
で
問
題
無
い
が
、
問
題
は
鉾
と
幣
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
御
正
体
を
持
つ
者
同
様
に
精
進
を
行
う
必
要
が
あ
っ
た
と
い

う
こ
と
は
、
鉾
と
幣
が
御
正
体
と
同
格
も
し
く
は
、
そ
れ
に
匹
敵
す
る
役
割
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
鉾
に
つ
い
て
は
、『
神

道
幣
切
様
事
』（
印
信
箱
・
普
一
─
一
〇
金
二
三
〇
）
の
幣
の
型
紙
の
よ
う
な
物
の
中
に
、「
独
矛
図
」
も
一
緒
に
保
管
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
幣
と
鉾
が
近
い
存
在
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

先
程
、
折
口
信
夫
が
、
幣
を
「
神
の
象
徴
」
と
捉
え
て
い
た
こ
と
に
言
及
し
た
が
、
近
世
期
は
神
の
象
徴
の
み
な
ら
ず
、
神
そ
の
も
の
と

見
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。『
古
事
類
苑
』
神
祇
部
四
神
体
に
は
15
、「
幣
帛
ヲ
以
テ
神
体
ト
ス
ル
ハ
、特
ニ
後
世
ノ
事
タ
リ
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

神
（
御
正
体
）
＝
幣
と
い
う
図
式
が
成
り
立
つ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
を
表
す
か
の
よ
う
な
資
料
が
御
流
神
道
の
「
第
三
十
三
神
道
諸

流
通
用
幣
足
切
時
大
事
」
の
次
の
記
事
で
あ
る
16
。

次
紙
歌
曰
此
乃
紙
和
神
於
納
留
紙
奈
連
波
幣
止
成
天
毛
神
乃
形
世

こ
れ
に
よ
る
と
、
幣
が
神
と
い
う
よ
り
も
、「
紙
」
と
「
神
」
の
音
が
「
カ
ミ
」
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
に
よ
り
、「
紙
」
＝
「
神
」
と
な
り
、

そ
の
「
紙
」
で
作
成
さ
れ
た
「
幣
」
も
「
紙
」
で
出
来
て
い
る
か
ら
「
神
」
で
あ
る
と
い
う
洒
落
の
よ
う
な
理
由
に
よ
る
。
い
づ
れ
に
し
て

も
、
神
＝
幣
と
い
う
考
え
は
確
認
出
来
る
。
次
に
、
鉾
に
つ
い
て
で
あ
る
。
山
本
ひ
ろ
子
氏
に
よ
る
と
17
、

御
幣
と
鉾
の
合
体

さ
て
儀
礼
上
の
厳
粛
さ
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
目
を
惹
（
ひ
）
く
の
は
、「
奉
幣
鉾
」
と
い
う
名
称
で
あ
り
、
ま
さ
し
く
幣
と
鉾
が
一

体
化
し
た
そ
の
形
状
で
あ
る
。
こ
こ
で
国
譲
り
神
話
に
、
鉾
が
登
場
し
て
い
た
の
が
想
起
さ
れ
よ
う
。（
中
略
）
そ
う
し
た
御
幣
の
古

義
が
、
国
譲
り
を
象
徴
す
る
神
話
の
鉾
と
融
合
し
、
奉
幣
の
儀
と
い
う
作
法
が
案
出
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
。
そ
れ
は
神
前
の
御

幣
が
、
神
話
の
鉾
を
な
か
だ
ち
に
、
祭
の
な
か
で
芸
能
的
な
か
た
ち
を
獲
得
し
て
い
っ
た
経
緯
と
パ
ラ
レ
ル
だ
っ
た
は
ず
だ
。
奉
幣
と

は
神
に
奉
納
す
る
幣
帛
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
そ
も
そ
も
芸
能
も
一
面
で
服
属
的
な
性
格
を
孕
ん
で
い
た
か
ら
。

張
り
詰
め
た
静
寂
の
な
か
、
鉾
を
手
に
し
た
当
屋
神
主
の
、
舞
と
も
儀
礼
と
も
つ
か
ぬ
様
式
的
な
動
き
の
向
こ
う
に
、
神
話
の
幻
景
が

明
滅
す
る
―
。神
話
か
ら
の
強
い
磁
力
を
受
け
て
、鉾
と
の
婚
姻
を
果
た
し
た
御
幣
は
、こ
こ
に
あ
ざ
や
か
な
変
態
を
遂
げ
た
の
だ
っ
た
。

す
な
わ
ち
「
奉
幣
鉾
」
が
、
国
譲
り
神
話
を
想
起
さ
せ
る
と
言
及
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
い
ざ
な
ぎ
流
の
儀
礼
に
登
場
す
る
「
奉
幣
鉾
」
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に
つ
い
て
の
言
及
で
あ
る
が
、
幣
と
鉾
の
融
合
に
つ
い
て
は
、
い
ざ
な
ぎ
流
に
限
っ
た
話
で
は
な
い
と
考
え
る
。
し
か
も
、
山
本
ひ
ろ
子
氏

が
言
及
し
て
い
る
「
国
譲
り
神
話
」
と
の
関
係
は
無
視
出
来
な
い
。
そ
こ
で
、
ま
ず
鉾
（
矛
）
に
つ
い
て
中
世
期
の
国
譲
り
神
話
を
通
し
て

確
認
し
て
お
き
た
い
。
中
世
期
の
神
話
の
中
か
ら
『
日
諱
貴
本
紀
』
に
触
れ
て
お
く
18
。

天
地
未
レ
開
、
父
母
未
レ
生
□
王
独
照
。
然
在
自
性
。
是
謂
二
七
代
之
最
源
一
。
／
界
常
住
尊
、
有
リ

二
諸
化
二
法
。
開
成
レ
リ

二
金
輪
王
ト
三

世
既
ニ
／
成
就
テ
、
然
ニ
後
輪
破
、
成
二
赤
白
二
半
輪
一
破
万
事
一
物
之
誠
表
半
復
有
リ
理
／
神
一
。
名
蕚
ス

検
瓊
尊
。
亦
有
リ
智
神
一
。
埿
検

瓊
尊
。
四
後
／
円
満
、
陰
陽
想
応
以
、
名
伊
佐
字
貴
尊
伊
佐
那
身
尊
。
斯
二
柱
成
ヲ

レ
桟
名
二
天
葉
／
橋
。
天
玉
釼
降
、
見
大
界
底
一
、
有

二
五
角
嶋
一
。
二
ノ
柱
神
ミ
誓
／
務
二
此
嶋
ヲ

一
、
成
二
日
輪
一
即
チ
照
斯
嶋
一
直
戴
二　

此
嶋
ヲ

一
、一
面
六
辟
／
赤
色
咲
怒
之
王
成
。
二
神
皆
同

三
身
和
一
之
精
源
。
二
／
神
問
テ
云
、
汝
誰
乎
。
王
云
、
日
是
金
輪
王
也
。
二
神
答
、
自
無
／
始
以
来
、
受
テ

二
生
死
前
後
三
昧
一
、
住

斯
金
輪
宮
一
。
神
云
神
今
、
／
出
愛
生
門
ヲ

一
故
、
以
テ

二
五
智
釼
一
、
受
二
汝
尊
一
。
又
タ
以
テ

二
斯
ノ
島
、
禅
二
日
／
光
一
日
於
二
此
嶋
ニ

一
産

開
太
二
神
道
一
、
覚
二
心
暗
一
。

同
話
は
『
日
本
記
三
輪
流
』
に
も
記
さ
れ
て
い
る
。
特
徴
と
し
て
は
、
国
常
立
尊
が
、
金
輪
王
（
愛
染
明
王
）
へ
と
変
容
し
て
い
く
こ
と

で
あ
る
。
こ
の
国
常
立
尊
は
、
二
神
（
イ
ザ
ナ
ギ
・
イ
ザ
ナ
ミ
）
が
天
玉
剱
を
下
し
見
つ
け
た
五
角
の
島
に
住
ん
で
お
り
、
二
神
に
五
智
剱

を
授
け
る
の
で
あ
る
。
山
本
ひ
ろ
子
氏
は
19
、

こ
の
神
話
の
き
わ
だ
つ
特
徴
は
、
矛
を
下
ろ
し
た
と
き
、
そ
こ
に
存
在
し
た
の
は
聖
な
る
標
章
＝
大
日
如
来
の
印
文
で
は
な
く
、
と
あ

る
神
（
金
輪
王
）
で
、
そ
の
先
住
神
か
ら
原
・
日
本
を
譲
ら
れ
る
と
い
う
モ
テ
ィ
ー
フ
と
い
え
よ
う
。

第
二
の
特
徴
は
、
先
住
し
て
い
た
神
（
金
輪
王
）
は
、
天
御
中
主
神
で
は
な
く
、
国
常
立
尊
と
習
合
し
て
い
る
こ
と
だ
。
今
ま
で
天
御

中
主
神
の
陰
に
隠
れ
て
い
た
、
も
う
一
人
の
根
源
神
＝
国
常
立
尊
が
、
よ
う
や
く
神
話
の
表
舞
台
に
姿
を
見
せ
た
。

そ
れ
は
お
そ
ら
く
、「
国
常
立
尊
」と
い
う
名
称
が
、国
土
創
成
や
地
主
の
神
と
い
う
性
格
に
照
応
す
る
か
ら
に
ち
が
い
な
い
。つ
ま
り『
日

本
書
紀
』
の
開
闢
第
一
神
＝
国
常
立
尊
は
、
中
世
に
あ
っ
て
は
国
生
み
神
話
（
天
の
瓊
矛
神
話
）
に
狙
い
を
定
め
て
、
再
登
場
を
果
た
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し
た
こ
と
に
な
る
。

『
日
諱
貴
本
紀
』
に
登
場
し
て
い
る
国
常
立
尊
が
矛
や
国
生
み
神
話
と
関
係
が
深
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
な
ぜ
、『
日
諱
貴
本

紀
』
を
出
し
て
き
て
、
国
常
立
尊
の
存
在
に
つ
い
て
言
及
し
た
か
と
い
う
と
、
林
羅
山
の
『
神
道
伝
授
』
の
「
幣ぬ

さ
ぐ
し串

ハ
▢常
ニ
カ
タ
ド

レ
リ
」
に
起
因
す
る
20
。
▢常
は
、
ク
ニ
ト
コ
タ
チ
を
指
し
、
羅
山
が
何
を
見
て
「
幣
串
は
ク
ニ
ト
コ
タ
チ
に
か
た
ど
れ
り
」
と
し
た

の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
幣
串
＝
国
常
立
尊
と
い
う
考
え
が
近
世
期
に
存
在
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、「
い
ざ
な

ぎ
流
」
の
鉾
と
幣
の
融
合
に
よ
り
「
国
譲
り
神
話
」
を
想
起
さ
せ
る
と
し
た
山
本
氏
の
見
解
と
近
し
い
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
の
こ
と
と
、
遷
宮
と
の
関
係
で
あ
る
が
、
稿
者
は
、
仮
殿
か
ら
新
殿
に
遷
宮
す
る
と
い
う
行
為
が
「
国
譲
り
神
話
」
的
性
格
を

有
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
あ
く
ま
で
も
、
可
能
性
の
示
唆
で
は
あ
る
が
、
幣
を
基
軸
と
し
て
、
三
輪
明
神
・

鉾
・
愛
染
明
王
が
一
つ
と
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
勿
論
、
三
輪
明
神
と
愛
染
明
王
を
結
び
つ
け
る
の
は
、

申
幣
で
あ
り
、
鉾
と
結
び
つ
く
の
は
、
御
幣
で
異
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
両
者
は
神
で
あ
る
幣
を
媒
介
と
し
て
結
び
つ
い
て
い
る

と
い
う
こ
と
は
事
実
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
の
展
望
と
し
て
提
示
し
て
お
き
た
い
。

　
　
お
わ
り
に

今
回
、『
神
道
遷
宮
次
第
并
支
度
』
の
資
料
紹
介
と
と
も
に
、
本
書
に
お
け
る
幣
の
役
割
に
着
目
し
た
。
木
串
幣
と
竹
串
幣
は
、
神
の
左

右
に
置
か
れ
、
神
へ
の
供
え
物
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
申
弊
は
、
神
勧
請
弊
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
、
神
を
勧
請
す
る
際
に
最
も

大
切
な
幣
で
あ
る
こ
と
が
確
認
出
来
る
。
こ
の
申
幣
は
、
神
を
招
く
際
と
御
本
地
供
も
し
く
は
愛
染
法
を
修
す
る
際
に
登
場
し
て
い
る
。
問

題
な
の
は
、
こ
の
幣
に
よ
っ
て
招
か
れ
た
神
で
あ
る
。
和
歌
か
ら
推
測
す
る
と
招
か
れ
て
い
る
の
は
三
輪
明
神
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
同

じ
く
申
幣
を
使
用
し
た
際
に
、
御
本
地
供
の
代
わ
り
に
愛
染
法
が
修
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
中
世
期
に
見
ら
れ
る
三
輪
明
神
と
愛
染
明
王

の
同
体
説
を
想
起
さ
せ
る
記
述
で
あ
る
21
。
つ
ま
り
、
三
輪
明
神
は
、
諸
神
の
本
地
で
あ
る
愛
染
明
王
同
様
に
い
ず
れ
の
神
に
も
適
応
出
来

る
存
在
だ
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
る
。
こ
れ
を
可
能
と
し
て
い
る
の
が
、
申
幣
な
の
で
あ
る
。

ま
た
、
遷
宮
作
法
の
最
初
の
方
で
、
神
主
が
い
な
け
れ
ば
御
正
体
・
御
鉾
・
御
幣
を
持
つ
物
に
精
進
を
さ
せ
る
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
こ
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の
こ
と
か
ら
、
鉾
と
幣
の
関
係
性
に
つ
い
て
も
考
察
を
行
っ
た
。
現
時
点
で
は
状
況
証
拠
だ
け
で
は
あ
る
が
、
鉾
と
幣
の
同
体
に
は
、
中
世

期
に
興
隆
を
見
せ
た
国
譲
り
神
話
を
無
視
出
来
な
い
と
考
え
る
。
単
的
に
説
明
す
れ
ば
、
中
世
期
の
神
話
に
登
場
す
る
愛
染
明
王
・
鉾
・
三

輪
明
神
に
、
幣
と
和
歌
が
加
味
さ
れ
た
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
遷
宮
の
始
ま
り
が
、
天
孫
降
臨
で
あ
る
と
吉
田
神
道
で
考
え
ら
れ

て
い
た
と
い
う
こ
と
か
ら
、
遷
宮
＝
国
譲
り
的
な
解
釈
も
可
能
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
た
め
で
あ
る
。
今
後
、
更
に
資
料
を
調

査
し
、
三
輪
明
神
と
神
道
儀
礼
に
お
け
る
愛
染
明
王
の
役
割
を
、
中
世
期
の
信
仰
と
和
歌
を
手
掛
か
り
に
解
明
し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

1 

佐
伯
有
義
『
神
道
名
目
類
聚
抄
』（
第
一
書
房
、
一
九
八
六
年
、
五
五
頁
）。

2 

折
口
信
夫
「
幣
束
か
ら
旗
さ
し
物
」（http://w

w
w

.aozora.gr.jp/cards/000933/files/18394_19352.htm
l

）。

3 

山
本
ひ
ろ
子
氏
「
御
幣
の
動
態
学
祈
祷
と
祭
の
現
場
か
ら
」（『
自
然
と
文
化
』
第
六
三
号
「
御
幣
」
一
九
九
九
年
）。
松
尾
恒
一
氏
「
御
幣
に
み
る
南
部
の
神

仏
習
合
世
界
」（『
自
然
と
文
化
』
第
三
六
号
「
御
幣
」）
参
照
。

4 

引
用
に
際
し
て

 

〇
句
読
点
は
私
に
付
し
た
。【
梵
字
】
を
示
す
。

 

〇
合
字
は
開
字
。
異
体
字
は
通
行
字
、「
弊
」「
幣
」
は
原
文
表
記
の
マ
マ
で
あ
る
。

 

〇
丁
数
は
、
引
用
文
の
最
後
に
付
し
た
。

 

〇
請
求
番
号
の
み
を
記
し
て
い
る
の
は
、
高
野
山
大
学
図
書
館
金
剛
三
昧
院
寄
託
本
で
あ
る
。
請
求
番
号
が
同
じ
も
の
も
あ
る
が
、
原
本
に
付
さ
れ
て
い
る

通
り
で
あ
る
。

5 

三
輪
正
胤
氏
「
栄
秀
事
蹟
考
証
」（
同
氏
著
『
近
代
高
野
山
の
学
問
―
遍
照
尊
院
栄
秀
事
績
考
』
新
典
社
、
二
〇
〇
六
年
、
三
四
頁
）。

6 

『
続
神
道
大
系
』
首
編
、
二
三
九
頁
。

7 

『
弘
法
大
師
伝
全
集
』
第
一
巻
。
文
中
の
「
右
ノ
寺
者
」
と
は
、
金
剛
峯
寺
を
意
味
す
る
。

8 

新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
三
五
。

9 

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
、
二
八
丁
オ
。
割
付
の
ル
ビ
は
省
略
し
た
。

10 

『
続
真
言
宗
全
書
』
第
三
八
巻
。
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11 

丹
生
都
比
売
神
社
史
編
纂
委
員
会
編
『
丹
生
都
比
売
神
社
史
』（
丹
生
都
比
売
神
社
刊
、
二
〇
〇
九
年
）。

12 
片
山
公
壽
氏
「
湯
殿
山
修
験
の
御
幣
」（
同
氏
著
『
御
幣
―
祈
と
祓
の
す
が
た
』
青
山
社
、
二
〇
〇
七
年
、
二
八
頁
～
二
九
頁
）。

13 

日
本
思
想
大
系
三
九
『
近
世
神
道
論
／
前
期
国
学
』、
一
九
頁
。

14 

『
続
真
言
宗
全
集
』
第
三
七
巻
、
二
三
八
頁
。

15 

古
事
類
苑
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
。

16 

真
言
祈
祷
大
系
Ⅱ
『
御
流
神
道
竪
横
印
信
』（
四
季
社
、
二
〇
〇
三
年
、
三
七
八
～
三
七
九
）。

17 

前
掲
３
山
本
ひ
ろ
子
氏
論
文
と
同
じ
。

18 

真
福
寺
善
本
叢
刊
・
第
六
巻
『
両
部
神
道
集
』（
一
九
九
九
年
）。

19 

山
本
ひ
ろ
子
氏
「
天
の
瓊
矛
と
葦
の
葉
」（
同
氏
著
『
中
世
神
話
』
岩
波
新
書
、
一
九
九
八
年
、
九
四
頁
）。

20 

前
掲
13
『
近
世
神
道
論
／
前
期
国
学
』、
一
九
頁
。

21 

今
回
は
、
幣
を
中
心
に
考
察
を
行
っ
て
い
る
の
で
、
幣
が
登
場
し
て
い
な
い
箇
所
の
修
法
等
に
つ
い
て
は
割
愛
し
た
。
今
後
、
幣
が
媒
介
し
て
い
る
箇
所
と

媒
介
し
て
い
な
い
箇
所
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
幣
の
性
格
や
愛
染
明
王
に
課
せ
ら
れ
た
役
割
が
浮
き
彫
り
に
な
る
も
の
と
考
え
、
今
後
の
課
題
と

す
る
。
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【
資
料
紹
介
】

高
野
山
大
学
図
書
館
所
蔵
『
神
道
遷
宮
次
第
并
支
度
』　　
　
　
　
　
　

吉
田　
　

唯

【
翻
刻
凡
例
】

一　

改
行
等
は
原
文
通
り
と
し
た
。

一　

字
体
は
原
則
と
し
て
原
文
通
り
と
し
た
が
、
合
字
は
開
字
し
、
異
体
字
は
通
行
字
に
改
め
た
。　

一
【
】
内
は
梵
字
を
カ
タ
カ
ナ
表
記
し
て
い
る
。

一　

翻
刻
に
際
し
、
誤
り
か
と
思
わ
れ
る
箇
所
に
は
、
マ
マ
と
付
し
た
。

神
道
遷
宮
作
法
并
支
度

先
新
キ
神
殿
ノ
内
ヲ
以
二
香
水
一
洗
清
也

次
神
ヲ
可
キ

レ
奉
レ
移
以
前
ニ
其
御
本
地
知
レ
タ
ラ
ハ
御
本
地
ノ
法
リ
ハ

七
ケ
座
可
レ
行
仮
殿
ノ
前
ニ
テ
也
ト
モ
又
ハ
新
キ
本
社
ノ
前
ニ
テ
也
ト
モ
又
ハ

拝
殿
ニ
テ
也
ト
モ
不
レ
苦
但
シ
新
キ
神
殿
ニ
テ
行
シ
其
時
剋
其
侭

奉
リ

レ
移
レ
可
レ
然
云

云

一
可
二
用
意
ス

一
道
具
ノ
事	

」
一
丁
オ

一
新
桶
二
ツ
各
板
有
一
桶
ニ
ハ
浄
水
ヲ
入
テ
神
殿
ノ
内
ヲ
洗
也
一
ノ
桶
ニ
ハ
行
者
手
水
行
水
用
ナ
リ
。

一
新
布
二
端
一
端
ハ
ノ
ツ
タ
ウ
ノ
時
ヒ
ザ
ノ
下
ニ
敷
ク
用
意

一
端
ハ
五
尺
ニ
切
テ
神
殿
ノ
内
ヲ
ノ
コ
フ
用
意
残
テ
二
尺
ノ
手
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巾
二
ツ
行
者
ノ
用
意
上
下
ニ
用
ユ
新
キ
身
ノ
投コ

イ

用
意
ス
ル
也

一
樽
二
ツ
木
デ
ウ
シ
御
酒
水
ノ
用
意

一
木
ノ
弊
串
二
本
長
サ
二
尺
五
寸
但
シ
宮
ノ
大
小
ニ
ヨ
ル
内
ニ
納
ル
故	

」
一
丁
ウ

一
竹
ノ
弊
串
二
本
長
サ
二
尺
五
寸

一
厚
紙
一
帖
中
折
一
帖

一
莚
薦コ

モ

等
薦
ハ
入
次
第
仮
殿
屋殿

ヨ
リ
本
社
迠
ノ
間
ニ
敷
ク

莚
一
枚
神
殿
ノ
内
ヲ
切
ヤ
ワ
シ
テ
敷
也

一
神
主
ア
ラ
ハ
兼
日
ヨ
リ
云
付
テ
日
精
進
サ
ス
也

若
シ
無
レ
之
兼
御
正
躰
御
鉾
御
幣
等
奉
持
者
ニ

可
キ
精
進
サ
ス

一
者
也
望
二
其
時
ニ

一
浄
衣
装
束
ヲ
調
テ
手	

」
二
丁
オ

袋
ヲ
サ
シ
テ
覆
面
ヲ
タ
レ
御
身
躰
ノ
後
ヲ
祓
前
当
テ
可
レ
奉

レ
懐
者
也
覆
面
等
導
師
ヨ
リ
コ
シ
ラ
ヘ
テ
可
レ
渡
也

一
御
本
地
供
ノ
料
ニ
机
一
脚
佛
具
一
面
皆
具
兼
日
ヨ
リ

可
レ
調
レ
置
也
此
ハ
導
師
ヨ
リ
用
意
ス
ル
也
。
半
疂
可
レ
有

導
師
装
束
事
丁
寧
時
法
眼
納
ノ
袈
裟
或
ハ

申
ケ
サ
襪シ

タ
ウ
シ子

草
鞋
檜
扇
子
等
也
。
各
ノ
時
ハ
何
レ
ノ

装
束
也
ト
モ	

」
二
丁
ウ

一
神
殿
ノ
内
ヲ
洗
フ
事
モ
ノ
コ
ウ
事
モ
神
主
有
ハ
可
レ
然
レ
題
モ
兼
ヨ
リ

精
進
サ
ス
ル
也
又
別
人
ナ
ラ
ハ
尚
ヲ
三
日
以
前
ヨ
リ
精
進
サ
セ
ル
也
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一
其
後
八
葉
ノ
花
形
ヲ
四
寸
八
分
ニ
切
テ
其
中
ニ
三
身
ノ
真
言
ヲ
書
ク
也

　
　
【
ケ
ン
】【
カ

マン
】【
ラ

マン
】【
カ
ン
】【
ラ
ン
】【
バ
ン
】【
ア
】

　
　
【
ケ
ン
】【
ウ
ン
】【
ラ
】【
ビ
】【
ア
】　
　
　
　
［
八
葉
蓮
花
図
］

　
　
【
ノ
ウ
】【
シ
ャ
】【
ハ
】【
ラ
】【
ア
】	

」
三
丁
オ

如
是
二
枚
書
テ
一
枚
ハ
天
井
ニ
押
ス
字
頭
ヲ
入
口
ヘ
シ
テ
押
ス

一
枚
ハ
内
陣
ノ
板
敷
真マ

ン
ナ
カ中
ノ
奥
ノ
端
ニ
字
頭
ヲ
奥
ヘ
成
シ
テ

押
ス
也
其
ノ
上
ニ
新
キ
畳
若
ハ
ウ
ワ
シ
キ
ヲ
切
合
可
レ
敷

其
後
御
弊
ヲ
用
意
ス
。

一
御
弊
ヲ
切
ル
事
、
先
厚
紙
ヲ
六
枚
取
テ
二
ツ
ニ
押
折
テ

其
折
目
ヲ
切
放
シ
テ
又
二
ツ
ニ
押
折
テ
中
ノ
折
目
ヨ
リ
一
寸

八
分
計
リ
置
テ
上
ヨ
リ
立
ニ
ワ
ル
下
ヲ
一
寸
二
分
ノ
コ
ス
其	

」
三
丁
ウ

一
寸
八
分
ノ
方
ノ
頭
ヲ
釼
形
ニ
シ
テ
串
ニ
ハ
サ
ム
也
又
二
番
目
ハ

一
寸
残
シ
テ
下
ハ
背
ナ
タ
チ
放
ツ
如
是
四
筋
立
チ
放
セ
ハ

四
タ
レ
弊
ト
云
物
ニ
成
ル
也
足
ノ
広
ハ
九
分
ナ
ル
ヘ
シ
。
其
外
ニ
紙
広
ク

ア
マ
ラ
ハ
立
チ
切
テ
可
レ
取
也
四
タ
レ
弊
ノ
足
ノ
長
ハ
幣
串
ノ
長
サ
ニ

ヨ
ル
ヘ
シ
二
尺
五
寸
ノ
弊
串
ナ
ラ
ハ
木
竹
共
ニ
弊
ニ
切
ル
紙
ノ
長
ケ
ヲ

七
寸
ニ
ツ
ニヽ
シ
テ
置
テ
可
レ
切
也
弊
串
ヨ
リ
足
ノ
長
キ
ハ
悪
キ
也

然
ヲ
後
チ
中
ノ
広
キ
処
上
ミ
ヲ
釼
形
ニ
シ
テ
木
串
ノ
上
ミ
ヲ
方
ヲ
平
ラ	

」
四
丁
オ
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サ
マ
ニ
ワ
リ
、
十
二
枚
ヲ
一
本
ニ
ハ
サ
ム
也
如
是
木

串
ノ
弊
二
本
竹
串
ノ
弊
二
本
結
搆
ニ
コ
シ
ラ
エ
テ
置
之

其
後
又
一
本
ノ
申
弊
ア
リ
是
ハ
竹
串
一
尺
八
寸
ナ
リ

此
ノ
弊
ハ
神
ミ
勧
請
弊
ト
云
也
。
此
ノ
弊
ノ
紙
ノ
長
サ
ハ
四
寸

五
分
ニ
ツ
ヽ
メ
テ
置
テ
其
紙
ヲ
ハ
八
枚
重
テ
切
ル
四
枚

取
テ
中
折
目
ヲ
切
レ
ハ
八
枚
ニ
成
ル
也
中
ノ
折
目
ヨ
リ
一
寸
二

分
置
テ
上
ヨ
リ
切
放
ツ
事
以
上
大
弊
ノ
コ
ト
シ
足
ノ
広
ハ	

」
四
丁
ウ

五
分
ナ
ル
ヘ
シ
此
ハ
上
ヨ
リ
七
五
三
ト
チ
ヾ
ミ
ヲ
ヨ
セ
タ
ヽ
ム
ナ
リ

下
ノ
一
ツ
ハ
マ
キ
チ
ヾ
ミ
ナ
リ

一
御
膳
ノ
用
意　
　

木
具
八
寸
折
敷
土
器
三
度
入
カ

又
ハ
小
土
器

○
赤
飯　

○
柿
ノ

類

　
　
　

○
白
飯

小
豆○

又
大
根
ナ
ラ
ハ

カ
ラ
モ
リ　

○
餅

　
　
　
　
　

如
是
コ
シ
ラ
エ
テ
十
御
膳
計
其
外
餅

　
　
　
　
　

素
麺
菓
子
意
ノ

乃
程
用
意
ノ

可
レ

参
ス

　
　
　
　
　

酒
ハ

御
膳
ヲ

居
ヘ
テ

後
チ

彼
ノ

木
テ
ウ
シ
ニ
テ　

三
ツ

ツ
ヽ
ホ
ト　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

参
ス
也	

」
五
丁
オ

一
御
社
ノ
キ
サ
ハ
シ
ノ
左
右
ニ
榊
ヲ
一
本
ツ
ヽ
立
テ
、
其
レ
ハ
四
手
ヲ

カ
ク
ル
紙
ヲ
四
枚
重
テ
其
紙
ヲ
端
ヨ
リ
五
六
分
計
リ
ニ

次
第
ニ
切
カ
ケ
ヽ
八
筋
切
カ
ケ
テ
八
筋
目
ヲ
ハ
切
リ
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放
ツ
八
筋
ノ
真
中
ヲ
取
テ
ヒ
ト
子
ヂ
テ
榊
ノ
上
ノ

枝
ニ
カ
ク
ル
也
。
又
小
宮
木
有
ラ
ハ
如
是
榊
ノ
シ
テ
一
木
ツ
ヽ

コ
シ
ラ
エ
テ
可
キ

レ
立
也

一
七
五
三
ナ
ワ
ヲ
社
旦
ノ
三
方
ヘ
引
廻
ス
ワ
ラ
ミ
コ
ノ
カ	

」
五
丁
ウ

ケ
ヨ
ウ
七
五
三
也
四
手
ニ
切
リ
カ
ケ
テ
一
ツ
ハ
竹
也
。
然
ラ
ハ

サ
ガ
リ
ハ
二
ツ
也
其
ノ
切
リ
カ
ケ
ヲ
ナ
ワ
ニ
折
カ
ケ
テ
ナ
ワ
ノ

キ
ワ
ニ
テ
一
ト
子
チ
シ
テ
七

チ
ヽ
ミ
ノ
コ
ト
ナ
リ

五
三
未
ヘ
マ
キ
チ
ヽ
ミ
也
。
ワ
ラ

ミ
コ
紙
四
手
花
ノ
間
ク
八
寸
計
リ
也
以
上
二
ツ
ヲ
七
五
三
々
々

ト々
縄
有
リ
次
第
カ
ケ
テ
行
ク
也

御
弊
ノ
大
事
ア
リ
。
何
モ
口
伝
也

一
赤
飯
白
飯
二
杯
ツ
ヽ
参
セ
備
ル
事
ア
リ
此
時
ハ
白
飯
ハ
大
赤	

」
六
丁
オ

飯
小
也
同
キ
膳
ニ
備
テ
参
ス
ル
也
右
ノ
用
意
大
方
如
此
前

日
ヨ
リ
拝
殿
ニ
棚
等
コ
シ
ラ
ヘ
テ
子
ズ
ミ
ナ
ト
ノ
ケ
カ
サ
ヌ

ヨ
ウ
ニ
盛
リ
置
テ
、
神
ヲ
新
宮
ヘ
従
リ

レ
奉
レ
移
シ
後
御
膳
ヲ

可
レ
参
扨
其
後

一
上
遷
宮
何
レ
時
ソ
丑カ

云

一
天
ナ
ル
ヘ
シ
神
主
等
ハ
仮
殿
ノ
前
ニ

夜
中
又
ハ
空
ヨ
リ
導
師
ヲ
待
チ
居
ル
也
仮
殿
ヨ
リ
本

社
迠
ノ
路
ニ
ハ
薦
ヲ
敷
キ
丁
寧
ノ
時
ハ
其
ノ
上
ニ
布
ヲ
敷
ク
也	

」
六
丁
ウ
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一
導
師
装
束
如
レ
右
五
古
ヲ
持
ス
次
灑
水
散
杖
ヲ
持
セ
テ

新
キ
神
殿
ニ
進
ミ
内
陣
カ
又
ハ
外
陳
或
ハ
縁
カ
蹲
踞
シ
テ
灑
水
ヲ

取
テ
前
ニ
置
テ
五
古
ヲ
以
テ
加
持
三
十
一
遍
言
ハ
慈
救
咒

次
ニ
散
杖
ヲ
取
テ
【
ラ
ン
】【
バ
ン
】
二
字
加
持
如
常
丑
刀
ノ
角
ヨ
リ

始
テ
須
ニ
八
方
上
下
ニ
灑
キ
清
ト
観
ス
ル
也
尓
シ
テ
後
チ
右
ノ
五

古
ヲ
三
度
抽
擲
シ
テ
【
ウ
ン
】【
ウ
ン
】【
ウ
ン
】
ト
誦
ス
其
後
チ
五
古
ヲ
左

手
ニ
移
シ
テ
左
ノ
胸
ノ
辺
ニ
当
ツ
次
以
二
右
ノ
手
ヲ

一
右
ノ
膝
ヲ
押
ヘ
テ	

」
七
丁
オ

驚敬
イ

発
地
神
ノ
真
言
誦
シ
テ
地
ヲ
印
ス
ル
ト
思
テ
三
度
膝
ヲ

押
ス
也　
　
　

真
言
曰

ト
バ
ン
デ
イ
ビ
サ
キ
シ
ヤ
○
ボ
ダ
シ
ツ
サ
ラ
バ
ボ
ダ
ナ
ウ
○
タ
イ
ナ
ン
シ
ヤ

リ
ヤ
ナ
ウ
ヤ
○
ヒ
セ
イ
セ
イ
シ
ユ
ボ
シミ

○
ハ
ラ
ミ
ツ
タ
○
ソ
シ
ヤ
マ
ラ
セ

イ
ベ
ム
エ
ン
○
タ
ヽ
ハ
ギ
ヤ
ナ
ン
○
シ
ヤ
キ
ヤ
ソ
ウ
ギ
ナ
ウ
○
タ
イ
ド
タ

タ
カ
マ
ラ
○
ジ
ヤ
エ
ン
○
キ
リ
ト
バ
○
マ
ン
ドダ

ラ
ム
レ
イキ

ラ
キ
ヤ

ヤ
○
ボ
ヤ
カ
ン
」
七
丁
ウ

次
浄
三
業
三
部
被
甲
及
ヒ
灌
頂
印
明
等
結
誦
ス

金
剛
界　

大
卒
都
婆
印　

帰
命
【
バ
ン
】

台　
　

外
縛
五
古
印　
　
【
ア
】【
ビ
】【
ラ
】【
ウ
ン
】【
ケ
ン
】

以
上
新
殿
加
持
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一
導
師
仮
殿
ニ
進
テ
神
前
ニ
蹲
踞
シ
テ
護
身
法
ヲ
シ
テ

荷
葉
ノ
印
信
ヲ
結
誦
シ
則
右
ノ
手
ヲ
舒
テ
【
オ
ン
】【
ア
】【
ソ
ワ
】【
カ
】
ト	

」
八
丁
オ

三
遍
観
ヨ
此
荷
葉
ニ
乗
シ
給
テ
新
キ
本
社
ヘ
移
玉
フ

帰
命
【
ア
ク
】　

真
言
曰

サ
ラ
ハ
タ
ラ
ハ
ラ
チ
カ
テ
イ
タ
ヽ
キ
ヤ
ロ
キ
ヤ

く
ギ
ヤ
ラ
ヤ

エ
イ
ケ
イ
エ
イ
キ
ソ
ワ
カ
ト
一
遍
誦
シ
テ
荷
葉
ノ
印
ノ

頭
指
ヲ
三
度
召
レ
之
ヲ
次
同
宿
ニ
持
二
灑
水
ヲ

一
。
前
ニ
立
テ

路
ヲ
灑
ク
也
次
木
串
ノ
弊
竹
串
ノ
弊
ヲ
二
人
ニ
持
セ
テ
導

師
ノ
前
キ
ニ
行
ク
木
ハ
先
キ
竹
ハ
跡
ト
也
次
御
神
体
ヲ
令
シ
テ
取	

」
八
丁
ウ

出
サ
袈
裟
ヲ
折
覆
フ
テ
覆
面
ヲ
ア
テ
タ
ル
宮シ

ヨ
ウ
ト人
ニ
手
ノ
袋
ヲ

サ
セ
テ
カ
ヽ
エ
持
ス
御
神
躰
多
ハ
イ
ク
帰
リ
モ
可
レ
運
フ

若
御
本
地
大
キ
ナ
ラ
ハ
兼
テ
ヨ
リ
台
ヲ
コ
シ
ラ
ヘ
テ
可
レ
運
フ

本
地
ノ
上
ニ
袈
裟
ヲ
カ
ケ
布
ニ
テ
巻
テ
イ
カ
ニ
モ
人
ノ
不
レ
見

様
ニ
コ
シ
ラ
エ
此
時
モ
讃
ア
リ
金
剛
座
上
ノ
讃
一
ツ
シ
テ
鉢
ハ
皆
ツ
ク

一
導
師
ハ
神
殿
ヘ
登
テ
先
木
串
弊
ヲ
取
神
ノ
左
方
丑	

」
九
丁
オ

刀
ノ
角
ニ
立
置
キ
竹
串
ヲ
ハ
神
ノ
右
ノ
角
ニ
立
置
ク
次
ニ
導
師

蹲
踞
シ
テ
地
結
四
方
結
次
虚
空
綱
ノ
印
ノ
作
ヲ
御
神
躰
ノ

座
ヲ
見
定
メ
テ
奉
レ
居
也
次
御
鉾
御
正
躰
宝
物
等
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次
第
ニ
入
納
テ
次
導
師
立
テ
申
幣
ヲ
取
テ
入
口
ノ
方
ヘ

向
テ
右
手
ニ
幣
左
ノ
手
ハ
拳
ニ
シ
テ
安
シ
テ

レ
腰
ニ　

歌
ニ
云

千
葉ハ

ヤ八
布
図ル

神
乃
社
半
古コ

ヽ々

仁
阿
利
天
万
久

荼
利
萬
世
三
和
ノ
佐
登
与
利　

此
ノ
歌
ヲ
三
遍	

」
九
丁
ウ

詠
シ
テ
三
度
召
ク
也

次
導
師
佛
具
ヲ
立
タ
ル
旦
ノ
前
机
礼
盤
ノ
本
ニ
布
ヲ
タ
ヽ

ミ
テ
敷
キ
其
上
ニ
右
ノ
膝
ヲ
地
付
テ
左
ノ
膝
ヲ
立
テ
以
テ

二
御

弊
ヲ

一
中
臣
祓
祭
文
ヲ
読
ム
也
終
ノ
再
拝
ト
云
処
ニ
テ

弊
ヲ
左
ノ
方
ヘ
少
シ
折
振
ル
コ
ト
二
度
也
扨
御
弊
ヲ
頂
戴
シ
テ

立
置
キ
扨
御
膳
ヲ
参
ス
ル
悉
ク
居
ヲ
進
シ
納
テ
三ミ

キ攴
以
上

菓
子
奥
二
失
念
一
奉
レ
備
次
伝
供
讃
次
ニ
導
師
ハ
以
前
ノ
申	

」
十
丁
オ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

幣
ヲ
取
テ
三
礼
シ
テ
登
二
礼
盤
ニ

一
御
本
地
供
又
ハ
愛
染
法

先
着
座
普
礼
次
塗
香
如
常
。
次
護
身
法
次
灑
水

宮
ノ
内
御
神
躰
諸
供

物
且
自
身
等
灑
ク
ナ
リ　

普
礼
次
取
二
念
珠
香
呂
ヲ
一
金
二
丁

私
ニ
云
古
キ
神
躰
ヲ
同
ク
古
造
営
ナ
ラ
ハ
新
キ
宮
神
躰
ニ
ハ
造
立

供
養
ト
云
古
キ
時
ハ
重
テ
被
シ
玉
ヘ
リ

二
開
眼
供
養
一
御
神
躰

并
ニ
社
頭
各
可
レ
奉
二
開
眼
シ

一
先
御
神
躰
ニ
ハ
本
有
随
縁
ノ

備
ヘ

二
五
眼
ヲ

一
為
メ
ニ

レ
奉
ン
カ
令
レ
開
カ

二
青
蓮
慈
悲
ノ
御
眼
ヲ	

」
十
丁
ウ
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佛
眼
真
言
一
丁
置
香
呂
ヲ

佛
眼
印
明　

次
取
二
珠
呂
ヲ

一
次
ニ
神
殿
ニ
ハ

為
レ
奉
ン
カ

レ
令
シ
テ
周
二
備
ヒ
楼
閣
微
妙
瓔
珞
七
宝
荘
厳
ノ

具
徳
ヲ

一
宝
楼
閣
ノ
真
言
丁
置
二
香
呂
ヲ

一

宝
楼
閣
ノ
印
明
二
手
合
掌
ヲ
二
頭
二
大
ノ
頭
シ
相
性
二
小
指
開
キ
立
ル

【
オ
ン
】【
マ
】【
ニ
】【
バ
】【
ザ
ラ
】【
ウ
ン
】
三
遍
次
取
二
香
呂
ヲ

一
御
神
躰
并

神
殿
ニ
各
ノ
為
レ
奉
レ
令
円
二
満
セ
五
智
四
身
内
證
外
用
恒

沙
ノ
万
徳
ヲ

一
大
日
真
言
一
丁
置
二
香
呂
ヲ

一
従
リ
外
五
股
第
三
重
三
身
六

大
印
明
大
日
印
明
結
誦
ス	

」
一
一
丁
オ

次
六
大
印
明

外
股
印　
　
　
　
　
　
　
【
ア
ン
】　
　

地

八
葉
印　
　
　
　
　
　
　
【
バ
ン
】　
　

水

火
輪
印　
　
　
　
　
　
　
【
ラ
ン
】　
　

火

転
法
印　
　
　
　
　
　
　
【
ウマ

マン
】　
　

風

無
所
不
至　
　
　
　
　
　
【
ケ
ン
】　
　

空

二
手
内
縛
シ
テ

二
大
並
入
テ
拳　
　
　
　
　
　
　
【
ウ
ン
】　
　

識	

」
一
一
丁
ウ

次
大
日
印
明

金　

外
股
印
【
バ
】【
ザ
ラ
】【
ダ
】【
ト
】【
バ
ン
】【
バ
ン
】【
ウ
ン
】【
タ
ラ
ク
】【
キ
リ
ク
】【
ア
ク
】

大
卒
都
ハ
印　
　

帰
命
【
ウ
ン
】

胎　

無
所
不
至　
　
【
ア
】【
ア
ー
】【
ア
ン
】【
ア
ク
】【
ア
】【
ビ
】【
ラ
】【
ウ
ン
】【
ケ
ン
】

外
縛
五
股
印　
【
ア
】【
ビ
】【
ラ
】【
ウ
ン
】【
ケ
ン
】
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次　

取
二
香
呂
一
金　

一
丁

敬
白
真
言
教
主
大
日
如
来
両
部
界
会
諸
尊	

」
一
二
丁
オ

聖
衆
惣
シ
テ
ハ
佛
眼
所
照
三
宝
神
明
ノ
境
界
ニ
而
言
ク

夫
レ
神
明
ノ
無
旨
ハ
基
二
陰
陽
ヲ

一
遮
那
ノ
本
誓
ハ
起
ル
胎

金
ヨ
リ

一
是
故
ニ
乾
坤
ノ
二
気
ハ
両
部
ノ
外
用
定
恵
ノ
合
智

天
地
ノ
内
証
也
。
尒
ル
間
当
社
某
明
神
ハ
卜シ

メ

テ
二
霊
場
ヲ

一
於
二

此
処
ニ

一
施
シ

二
擁ヲ

ウ

護
於
諸
人
ニ

一
給
フ
。
依
レ
之
敬

ウ
ヤ
マ
イ

二
社
頭
不
朽キ

ウ

之
宮
ヲ
一
、
励

ハ
ケ
マ
ス

二
威
光
倍
僧
法
楽
ヲ

一
者
也
。
仰
キ
願
ハ
当
社

明
神
鎮ト

コ
シ
ナ
ヘニ
施
シ

二
庄
園
泰
平
ノ
化
用
ヲ

一
専
ラ
興
玉
ヘ
五
穀
豊	

」
一
二
丁
ウ

饒
ノ
福
祐
ヲ

一
若
シ
尒
者
家
々
調
屋
ニ
シ
テ
並
ヘ

二
三
棟
四
棟
之
甍
ヲ
一

門
々
繁
昌
ニ
シ
テ
誇
ラ
ン

二
千
秋
万
歳
ノ
楽
ニ

一
乃
至
法
界
平

等
利
益
敬
白　
　

次
神
分

行
法
専
念
之
処
某
明
神
遷
宮
ノ
砌
ナ
レ
ハ
上
天
下

界
ノ
神
祇
冥
道
定
テ
降
臨
影
向
シ
玉
フ
ラ
ン
尒
則
チ
奉

レ
始
二
梵
天
帝
釈
四
大
天
王
ヲ

一
三
界
所
有
ノ
天
王
天
衆

大
日
本
国
王
城
鎮
守
諸
大
明
神
天
照
大
神
八	

」
一
三
丁
オ

幡
大
菩
薩
等
六
十
余
州
ノ
大
小
神
祇
別
シ
テ
ハ
当

社
鎮
守
某
明
神
諸
大
明
神
部
類
眷
属
殊
ハ
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護
持
氏
子
当
年
属
星
本
命
元
辰
諸
宿
曜

等
炎
魔
法
王
五
道
大
臣
司
命
司
禄
等
乃

至
自
界
他
方
権
実
二
類
為
二
法
楽
荘
厳
威

光
倍
増
ノ

一
一
切
神
分　
　

般
若
心
経
一
丁　

心
経
一
巻
誦

大
般
若
経
名
一
丁	

」
一
三
丁
ウ

奉
レ
始
二
弘
法
大
師
三
国
伝
燈
諸
大
師
等
ヲ

一
奉
二

為
普
賢
行
願
皆
令
満
足
ノ

一
摩
訶
毘
ル
遮
那
宝
号
一
丁

奉
二
為
ニ
金
輪
聖
皇
天
長
地
久
太
上
天
皇
玉
躰

安
穏
ノ

一　

薬
師
名下

上佛
名
佛
一
丁

為
二
社
頭
安
穏
諸
人
快
楽
一
大
聖
不
動
明
王
一
丁

為
二
荘
園
泰
平
五
穀
成
就
等
内
安
全
人
法

繁
昌
ノ

一　

堅
窂
地
神
名
一
丁	

」
一
四
丁
オ

為
二
護
持
大
日
主
施
主
息
災
延
命
如
意
自
在
在
家
子

殊
長
久
ノ

一　

大
聖
不
動
明
王
一
丁

為
二
家
中
安
全
諸
人
快
楽
ノ

一
多
聞
天
王
名
一
丁

為
二
天
下
法
界
平
等
利
益
ノ

一
阿
弥
陀
宝
号
一
丁

為
二
諸
願
成
弁
ノ

一　

金
剛
手
菩
薩
名
一
丁
置
キ

二
香
呂
ヲ

一

次
行
法
事

御
本
地
供
知
レ
タ
ラ
ハ
可
レ
行
若
不
レ
知
レ
ハ
者
不
動
愛
染	

」
一
四
丁
ウ
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又
ハ
心
経
ノ
法
可
レ
行
ス
通
用
不
レ
苦
ヲ

次
大
金
剛
輪　

地
結　

四
方
結

道
場
観
如
来
眷
印　
　

小
金
剛
輪

次
送
車
輅　

唵
都
嚕
都
嚕
吽
引

次
請
車
輅　

娜ナ

ウ

マ

ク

シ

ツ

ケ

リ

ヤ

莫
悉
底
哩
也
ニ々

地チ

ヒ尾
ニ々

迦キ
ヤ

南ナ

ン

タ

タ

怚
他
去引

薫
タ

南ナ
ン

引
唵ヲ

ン

ハ

サ

ロ

縛
曰
朖
ニ々

儗ギ
ニ

嬢ヨ
ウ                                  　

迦キ

ヤ

ラ

シ

ヤ

羅
灑
ニ々

也ヤ

ソ

ワ

カ

娑
婆
訶	

」
一
五
丁
オ

次
迎
請　
内
縛
シ
テ
立
右
大
指

如
釣
向
身
拈
之
真
言
曰

曩ナ

ウ

マ

ク

サ

ン

マ

ン

タ

ハ

サ

ラ

タ

ン

カ

ン

エ

イ

チ

イ

莫
三
曼
多
縛
曰
羅
赦
感
曀
醯
去引
キ

弱ジ
ヤ
ク
ウ
ン
ハ
ン
コ
ク

吽
鑁
解　

次
頌
文
ア
リ　
　

頌
曰

至
心
謹
請
某
甲
明
神
降
臨リ

ン

此
座
納
受
供
具

今
日
以
後
常
住
守
護
乃
至
部
類
諸
神
眷

属
護
持
佛
法
滅
光
自
在
伽
藍
安
穏
社

頭
不
朽
寺
院
繁
栄
荘
内
安
全
諸
人
快	

」
一
五
丁
ウ

楽
乃
至
法
界
平
等
利
益　

次
四
明　

白
掌

降
三
世　

虚
空
網　

火
院　

大
三
昧
耶

次
閼
伽　

振
鈴
有
無
不
足

次
荷
葉
座
八
葉
印　

真
言　

帰
命
【
ア
】
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次
五
供
養
印
明　

次
事
供　

前
供
養
方
也

内
陣
ニ
備
置
タ
ル
盛
物
御
精
進
供
何
モ
各
々
一
ニ々

奉
レ
供
御
三
支キ

支
等
モ
供
ス
ル
ナ
リ
御
三
支
時
ハ
三
古
印
ヲ
以
テ	

」
一
六
丁
オ

【
オ
ン
】【
ア
】【
ミ
リ
】【
テ
イ
】【
ウ
ン
】【
バ
ツ
】【
タ
】【
オ
ン
】
供
シ
テ
金
剛
合
掌
ニ
シ
テ
歌
ニ
曰

此
宮
ノ
乾イ

ヌ
イノ
角
ニ
涌
出
ル
泉
ニ
遊
ヘ
万
ツ
代
乃
神
三
遍

又
歌
曰
八
立
乃
膳
仁
置
タ
ル
味
イ
ヲ
今
ソ
参
礼
ル
万
代
乃
神
三
反

次
普
供
養
印
ニ
テ
惣
供
養
ナ
リ
可
レ
有
二
礼
佛
一

次
明
神
可
レ
奉
レ
授
二
三
摩
耶
戒
印
明
ヲ

一　

金
合
シ
テ

【
オ
ン
】【
サ
ン
】【
マ
】【
ヤ
】【

マ

マ

ソ
ワ
】【
カ
】

次
入
佛
三
摩
耶
印
明
未
敷
連
芲
ノ
印
也	

」
一
六
丁
ウ

帰
命
【
ア
】【
サ
ン
】【
メ
イ
】【
チ
リ
】【
サ
ン
】【
メ
イ
】【
サ
ン
】【
マ
】【
エ
イ
】
ソ
ワ
カ

次
秘
印
明　
灌
頂
ノ
印
明
次
三
身
ノ
印

明
此
外
相
伝
印
明
秘
云
云

先
八
葉　
有
口　

明
【
タ
ラ
ク
】　

次
塔
印
明　
【
バ
ン
】

次
内
縛
シ
テ　

忍
願
立
交　
【
ア
】【
ア
ー
】【
ア
ン
】【
ア
ク
】

次
外
縛
シ
テ　

忍
願
立
交　

以
下
心
印即

【
ボ
ロ
ン
】

次
佛
眼
印
明　

次
散
念
誦　
佛
眼
三
十
一
反
台
百
反

佛
本
地
千
反
不
動
百
反

愛
染
百
反
正
観
音
百
反

諸
神
大
輪
一
字	

」
一
七
丁
オ
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次
後
供
養　

如
常　

次
後
鈴
有
無
不
定

讃　

先
四
智　

次
天
龍
八
部
讃

ナ
ウ
ボ
ソ
ト
ホ
タ
ヤ　
　

ナ
ウ
ボ
ソ
ト
ホ
タ
エ
イ

ナ
ウ
ボ
ソ
ト
ボ
キ
タ
ヤ　

ナ
ウ
ボ
ソ
ト
ホ
キ
エ
イ

ナ
ウ
ボ
ソ
ト
セ
ン
タ
ヤ　

ナ
ウ
ボ
ソ
ト
セ
ン
タ
エ
イ

ナ
ウ
ボ
ソ
ト
ヒ
ホ
キ
タタ

ヤ
ナ
ウ
ボ
ソ
ト
ヒ
ホ
キ
タ
エ
イ

次
普
賢
供
養　

次
礼
佛　

次
廻
向	

」
一
七
丁
ウ

所
修
功
徳
廻
向
三
宝
願
海
廻
向
三
界
天
人

廻
向
当
社
某
明
神
廻
向
一
切
神
等
廻
向
聖

朝
安
穏
廻
向
荘
園
泰
平
諸
人
快
楽
廻

向
法
界
廻
向
無
上
大
菩
提
ニ

云

三
部
被
申
撥
遣
ア
リ
次
下
礼
盤

　
　
　
　
　

取
ル

二
香
呂
ヲ
三
礼
ナ
リ	

」
一
八
丁
オ

再サ

イ

ハ

イ

ヽ

拝
々
高タ

カ
マ
ノ
ハ
ラ
ニ

天
原
神カ

ミ
ト
マ
リ
マ
シ
マ
ス

留
御
皇ス

ベ
ム
ツ
カ
ミ

親
神
呂ロ

ギ岐
神カ

ミ

漏ヒ

美ミ
ノ

命ミ
コ
ト

以モ
ツ
テ

八ヤ

ヲ百
万ヨ

ロ
ツ

神カ
ミ
タ
チ達
神カ

ミ

集ア
ツ
メ
ア
ツ
メ集
賜タ

マ
イ

神カ
ミ

計ハ
カ
リ

賜タ
マ
イ

我ワ
カ
ス
ヘ皇

等ラ
キ
ノ

命ミ
コ
ト

以モ
ツ
テ

豊ト
ヨ
ア
シ葦

原ハ
ラ
ノ

水ミ
ツ
ホ
ノ穂

国ク
ニ
ヲ

安ヤ
ス
ク
ニ国

平タ
イ
ラ
ケ

事コ
ト

寄ヨ
セ
テ

御
マ
シ
マ
ス

彼カ
ノ

国
ク
ニ
ヨ
リ

響ナ
リ
イ
テ出
賜タ

マ
フ

天ア
マ
ノ

盗ヌ
ス
ビ
ト人
等ラ

カ

犯ヲ
カ
シ

く々

種ク

サ

く々

罪ツ
ミ
ン

在ア

不ラ
シ

者モ
ノ
ト

科シ
ナ
ト
ノ戸
風カ

セ
ノ
ア
マ
ノ天
八ヤ

エ重
雲ク

モ
ヲ

吹フ
キ

祓ハ
ラ
フ

事コ
ト
ノ

如コ
ト
ク

朝
ア
シ
タ
ノ

砌ミ
キ
リ

暮
イ
フ
ヘ
ノ

砌ミ
キ
リ

朝
ア
シ
タ
ノ

風カ
セ

暮
イ
ウ
ヘ
ノ

風カ
セ

吹フ
キ

祓ハ
ラ
フ

事コ
ト
ノ

如コ
ト
ク
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彼ヲ
チ
カ
タ方

哉ヤ

繁シ
ケ

木キ
カ

本モ
ト

ノ
焼ヤ

イ

鎌カ
マ
ノ

利ト
キ

鎌カ
マ
ヲ

持モ
チ
テ

打ウ
チ

拂ハ
ラ
フ

事コ
ト

ノ	

」
一
八
丁
ウ

如コ
ト
ク

罪ツ
ミ
ト

云イ
フ

罪ツ
ミ

過ト
カ
ト

云イ
フ

過ト
カ

不シ

レ
在ア

ラ

者モ
ノ
ト

祓ハ
ラ
イ

申マ
ウ
ス

清キ
ヨ
メ

申マ
ウ
ス

八ヤ

百ヲ

万
ヨ
ロ
ヅ
ノ

神カ
ミ

達タ
チ
サ
ヲ
シ
カ

小
鹿
八ヤ

ツ

御ヲ

耳ミ
ヽ
ヲ

振フ
リ
タ
テ立

聞キ
コ
シ
メ
セ
ト食

申マ
ウ
ス

再サ
イ
ハ
イ拝
云

云

　
　
　
　

最
略
之
次
第
也
。
為
二
初
心
之
者
一
記
レ
之
了

後
夜
之
作
法
也
供
養
法
事
ハ
後
朝
理
趣
三
昧
又
ハ

曼
荼
羅
供
等
可
レ
有
後
夜
ニ
モ
引
カ
ケ
テ
理
趣	

」
一
九
丁
オ

三
昧
ア
ル
事
モ
ア
リ
是
ハ
最
略
ノ
時
ノ
事
也
余
リ
最
略
ナ
レ
ハ

神
ノ
御
納
受
無
之
。
為
心
得
如
是
書
置
也

諸
天
孔
雀
経
奥
ノ
偈

天
阿
蘇
羅
薬
叉
等

来
聴
法
者
応
至
心

擁
護
佛
法
使
長
存	

」
一
九
丁
ウ

各
々
勤
行
世
尊
教

諸
有
聴
徒
来
至
此

或
在
地
上
或
居
空
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常
於
人
世
起
慈
心

日
夜
自
身
依
法
住

願
諸
世
界
常
安
穏

無
辺
福
智
益
群
生	

」
二
〇
丁
オ

所
有
罪
業
並
消
除

遠
離
衆
苦
帰
円
寂

恒
用
戒
香
塗
栄
躰

常
持
定
眼
以
資
身

菩
提
妙
花
遍
荘
厳

随
所
住
処
常
安
楽	

」
二
〇
丁
ウ




